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序文

本市には多くの文化財が存在し、埋蔵文化財の包蔵地についても前川・安

楽川・菱田川を中心に500ヵ所を超える多数の遺跡が確認されています。

特に前川・安楽川沿いに縄文時代の遺跡が多いことから、「縄文銀座」と称さ

れるほどです。また一方で、志布志は古くから港町として栄え、交易の拠点、

交通の要衝として繁栄し、麓地区には多くの武家庭園・寺院庭園が遺されて

います。これらの庭園のうち、天水氏庭園・平山氏庭園・福山氏庭園は「志

布志麓庭園Jとして国指定名勝となり、鳥漬氏庭園と清水氏庭園は国登録名
勝となっています。さらに、志布志をめぐる興亡の歴史を示す中世山城の志

布志城跡も国指定史跡に指定されています。

この報告書は、志布志市教育委員会が主体となって、平成20年度におい

て井手上B遺跡、上ノ段E遺跡、下段遺跡、和田上遺跡の確認調査を行った

成果をまとめたものであります。

確認調査の結果、和田上遺跡からは縄文時代早期・旧石器時代の遺物、下

段遺跡、からは弥生時代・古墳時代の遺物及び弥生時代と見られる遺構が確認

されています。

この発掘調査の成果が、今後の研究資料としで活用されるとともに、広く

文化財愛護思想の啓発普及等、地域の文化財として活用され、文化財に対す

る理解を一層深めることが出来ればと願っております。

最後に、発掘調査に従事していただいた地域住民の方々をはじめ、現場に

おける調査から出土資料の整理・報告書の刊行に至るまで御指導・御協力い

ただきました県教育委員会文化財課をはじめとする各関係機関、多くの先生

方や関係の方々に深く感謝申し上げ、刊行の序文といたします。

平成22年2月吉日

志布志市教育委員会

教育長坪田勝秀



1yU 仁ヨ

l 本報告書は、経営体育成基盤整備事業の事業実施に伴い志布志市教育委員会が実施した発掘調査報

告書である。

2 発掘調査は、鹿児島県農政部の委託を受けて志布志市教育委員会が実施した。

3 井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡の調査は、確認調査を平成20年度に行なった。

整理作業・報告書作成は平成21年度に行い、鹿児島県教育庁文化財課及び鹿児島県立埋蔵文化財セン

ターに指導・助言を得た0

4 挿図の縮尺は、各図面に示した。

5 発掘調査における写真撮影は出口が行った。

6 発掘作業の実施にあたっては、周辺地権者のご理解と地元作業員のご協力により円滑に行なうこと

ができた。

7 整理作業を安野美子、山元弓枝(志布志市教育委員会生涯学習課文化財管理室臨時職員)で、行った 0

8 発掘調査・整理作業並びに報告書作成に際しては、以下の方々にご指導・ご教示を得た。記して感

請はを申し上げたい。

青崎和憲 吉岡康弘(以上 鹿児島県立埋蔵文化財センター) 寒川朋枝(鹿児島大学埋蔵文化財

調査室) 内村憲和(大崎町教育委員会)

9 出土遺物の管理・保管は志布志市教育委員会で一括して取り扱い、今後丈化財の啓発・普及に活用

したい。

凡 例

1 本報告書に用いたレベル数値は、鹿児島県農政部が提示した事業実施計画図面の数値に基づくもの

である O

2 本報告書の土色・土器の色調について、数字及び英字で表記されているものは、農林水産省農林水

産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所色票監修「新版標準土色帖 2001年版」に準じて表記し

ている O

3 遺物番号・各遺構番号は全て通し番号とし、本文及び挿図・図版中の番号と一致する O

4 周辺遺跡一覧に表記しである番号は「周知の埋蔵文化財包蔵地Jとして登録されている遺跡番号と
対応する O

5 図面上にある遺物マークについては、下記のとおりに分類した。

成川式土器 企 弥生式土器 ム 縄文早期土器 O 

石器・軽石製品・ 破砕蝶・磯 口 破砕焼蝶 ・

炭化物 ・ 剥片 会細石刃 女

石核・細石刃核 * 
7 図中の方位は一部で磁北を使用している O 磁北の場合は iMNJと標記している O

8 土器観察表中に表記しである胎土の分類については、肉眼観察によるものである O 胎土の分類標記

は下記の略号を用いている O

「石・長」→石英・長石 「雲」→雲母

「離」→小喋 「赤J→赤褐色粒
「角・輝J→角閃石・輝石

「砂」→砂粒

なお、「小磯Jについては直径2mm以上の粒状のもの、「砂粒」については直径2mm未満の粒状のも
のを指す。
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第 I章調査に至る経緯と経過

第1節調査に至る経緯

鹿児島県農政部農地整備課(大隅地域振興局農林水産部曽於支所、以下「県農整課J)は、野井倉

下段地区において経営体育成基盤整備事業を計画し、事業区内の埋蔵文化財包蔵地の有無について鹿

児島県教育委員会文化財課に照会した。

これを受けて鹿児島県立埋蔵文化財センター(以下「県埋文センターJ)と志布志市教育委員会文

化振興課(当時現志布志市教育委員会生涯学習課文化財管理室 以下「市文化財管理室J)が平成

1 9年3月に埋蔵文化財分布調査を実施したところ、事業区内に遺物散布地として、井手上B遺跡・

和田上遺跡が存在することが判明した。

この分布調査の結果をもとに県農整課、県教育庁文化財課(以下「県文化財課J)、市文化財管理室

は、埋蔵文化財の保護と事業の調整を図るため協議を行った結果、事業着手前に埋蔵文化財確認調査

(以下「確認調査J)を実施することとなった。

また、事業計画の一部変更から、事業区内に周知の遺跡である下段遺跡・上ノ段E遺跡も該当する

ことがわかり、同じく確認調査を実施することとなった。

確認調査は県文化財課の指導・助言を受けて、志布志市教育委員会が調査主体となり、平成20年

8月18日から 11月7日に実施した。

第2節調査の組織

〔確認調査〕 平成20年度

調査主体者志布志市教育委員会

調査責任者志布志市教育委員会教 育 長 坪田勝秀

調査調整 。 生涯学習課長 小辻ー海

。 文化財管理監 米元史郎

。 文化財管理室長 竹田孝志

調査事務 ク 埋蔵文化財係長 小村美義

ク 主任主査 出口順一朗

。 主 査 大窪祥晃

イシ 主 事 補 相美伊久雄

イシ 技 師 補 上集一樹

調査担当者志布志市教育委員会主任主査 出口順一朗

確認調査発掘作業員

有野エツ子今西洋一大迫亨岡村エチ子加賀城有喜金子武信桑畑弘

小宇都哲朗小平光子小松範昭園田信夫撮タエ子田迫チヅ谷口チエ

谷口モギ田淵孝夫永野タミ 長野正富永吉サエ西正和服部富美子

服部昌之原口ミヅキ平原和子平原賢二福永久雄馬原キヌ子村久木マサ子

持永ハツ子本室富士男森勇森喜英盛川忠義森重容子森山敬子

山角利行山脇八重子用皆サダ子吉井弘子吉元ユリ子

(以上社団法人志布志市シルバー人材センター)

一 1-



〔報告書作成〕 平成21年度

調査責任者志布志市教育委員会教 育 長 坪田勝秀

調査調整 ク 生涯学習課長 小辻ー海

ク 文化財管理監 米元史郎

イ〉 文化財管理室長 竹田孝志

調査事務 ク 埋蔵文化財係長 上田義明

ク 主任主査 出口順一朗

ク 主 査 大窪祥晃

ク 主 事 相美伊久雄

ク 技 日市 ネ南 上集一樹

調査担当者志布志市教育委員会主任主査 出口順一朗

整理作業員:安野美子・山元弓枝(市教育委員会生涯学習課文化財管理室臨時職員)

遺物洗浄・注記・接合:安野美子・山元弓枝

土器実測・石器実測:出口順一朗・山元弓枝

遺物トレース:山元弓枝

遺構トレース:安野美子・山元弓枝

遺物拓本・山元弓枝

遺物撮影:吉岡康弘・出口順一朗

石器実測の一部は株式会社九州文化財研究所鹿児島営業所に委託した。

石器実測:青木智子

石器トレース:鎌崎郁恵

第3節 井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡発掘調査の経過

8月18日(月)-8月22日(金)

井手上B遺跡

レベル杭E.G、基準杭設置。 lT設定及び掘り下げ、立層上面検出状況写真撮影。

遺跡周辺の環境整備及び安全対策。

8月25日(月)-8月29日(金)

井手上B遺跡

lT掘り下げ、遺物(棟)取り上げ、 XI層上面完掘状況写真撮影、南壁土層断面図作成。 2・

3T設定及び掘り下げ、 2TIX層上面検出状況写真撮影。 1. 2トレンチ位置図作成。

コンテナハウスの設置。発掘調査用具の搬入。

9月1日(月)-9月5日(金)

井手上B遺跡

lT埋め戻し。 2・3T掘り下げ、 2TXI層上面完掘状況写真撮影、南壁土層断面写真撮影。

生涯学習課文化財管理室小村係長、相美氏来跡。

9月8日(月)-9月12日(金)

井手上B遺跡
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レベル杭H-J設置。 2T南壁土層断面図作成、埋め戻し。 3・4T掘り下げ、 E層上面検出状

況写真撮影、南壁土層断面写真撮影。 4T掘り下げ、医層上面検出状況写真撮影、南壁土層断面写

真撮影、 4T埋め戻し。 5T設定及び掘り下げ、立層上面検出状況写真撮影。 2・3Tトレンチ位

置図作成。

重機搬入。台風13号発生による台風養生。

9月16日(火)-9月19日(金)

台風13号接近により作業中止。

9月22日(月)-9月26日(金)

井手上B遺跡

5T掘り下げ、 トレンチ位置図作成、 XI層上面完掘状況写真撮影、西壁土層断面写真撮影。

9月29日(月)-1 0月3日(金)

井手上B遺跡

5T西壁土層断固実測、埋め戻し。

1 0月14日(火)-1 0月17日(金)

和田上遺跡

レベル杭 a~c-e 設置。 1~5T設定及び掘り下げ、立層上面検出状況写真撮影、 lTX-a

層出土喋状況写真撮影。 2TX-c・d-e 層遺物出土状況写真撮影。 4TXI層上面完掘状況写

真撮影、北壁土層断面写真撮影。

下段遺跡

1~4T設定及び掘り下げ。

1 0月20日(月)-1 0月24日(金)

和田上遺跡

レベル杭 f-g -h設置。 lTX-a層出土蝶取り上げ、 XI層上面検出状況写真撮影、掘り下

げ。 2TX-d-e層遺物取り上げ、 X1層上面検出状況写真撮影、掘り下げ。 3T掘り下げ、遺

物取り上げ、炭化物出土状況作成、東壁土層断面写真撮影及び実測図作成、埋め戻し。 4T北壁土

層断面実測図作成、埋め戻し。 5T掘り下げ、医層上面検出状況写真撮影、 XI層上面完掘状況写

真撮影、北壁土層断面写真撮影及び実測図作成。 3~5 トレンチ位置図作成。

下段遺跡

レベル杭 1-II 設置。 1~3T掘り下げ、 lTII層及び遺構内遺物出土状況写真撮影。 2TII層

遺物出土状況写真撮影、遺物取り上げ、立層上面検出状況写真撮影、 XI層上面検出状況写真撮影。

3TIX層上面検出状況写真撮影、 XI層上面検出状況写真揖影、西壁土層断面写真撮影及び実測図

作成、 3Tトレンチ位置図作成、埋め戻し。

上ノ段E遺跡

lT設定及び掘り下げ、医層上面検出状況写真撮影。

1 0月27日(月)-1 0月31日(金)

和田上遺跡

1・2T掘り下げ、 XII-xm層遺物出土状況写真撮影、遺物取り上げ、 XVI層上面検出状況写

真撮影、土層断面写真撮影及び実測図作成、 1・2Tトレンチ位置図作成。 1・2・5T埋め戻し。

下段遺跡

レベル杭E・町設置。 1・4TII層及び遺構内遺物取り上げ、 ill-a層上面遺構検出状況写真撮
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影及び実測図作成、土層断面写真撮影及び実測図作成、トレンチ位置図作成。 2T西壁土層断面写

真撮影及び実ir~作成、埋め戻し。

上ノ段E遺跡

レベル杭l設置。 lTXI層上面検出状況写真撮影、 XVI層上面検出状況写真撮影、南壁土層断

面写真撮影及び実測図作成、トレンチ位置図作成、埋め戻し。

遺跡周辺の清掃、調査用具の搬出、整地。コンテナハウスの搬出。埋め戻し。

第4節調査の概括

起因事業名:経営体育成基盤整備事業 野井倉下段地区

起因事業者・鹿児島県農政部

遺跡名:井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡

所在地:井手上B遺跡鹿児島県志布志市有明町野井倉宇井手上

上ノ段E遺跡 鹿児島県志布志市有明町野井倉字上ノ段

下段遺跡鹿児島県志布志市有明町野井倉字下段

和田上遺跡鹿児島県志布志市有明町野井倉宇和田上

調査面積:井手上B遺跡 36.5ぱ 上ノ段E遺跡 8ぱ

下段遺跡 28.5rrf 和田上遺跡 40ぱ

調査期間:平成20年8月18 日~ 1 1月7日 (46日間)

第5節調査の方法

確認調査は、遺跡の性格と範囲を把握するために、事業対象区域内にトレンチを設定して実施した。

井手上B遺跡では5トレンチ、上ノ段E遺跡では lトレンチ、下段遺跡では4トレンチ、和田上遺跡

では5トレンチを設定した。調査は、表土を重機により除去した後、人力による掘り下げ作業を実施

した。包含層の残存状況は全体的に良好であったが、一部で削平が見られた。
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第6節層位

1 井手上B遺跡・下段遺跡・和田上遺跡標準土層

井手上B遺跡・下段遺跡・和田上遺跡の確認調査時の標準土層は下記のとおりである。

層位 | 層色 土色・土質

1 -a層
lOYR4/1 

表土層。層中に白色テフラ (N9/0 直径2mm程度)を含む硬質土。
〔褐灰色〕

1 -b層
lOYR3/1 

通称バン。 1-a層に様子は似るが、硬く締まった硬質層。
〔黒褐色〕

1 -c層
lOY3/1 旧耕作土。 1-b層より白色軽石 (5Y8/1 粒径 2~5mm大)が

〔オリーブ黒色〕 比較的少ない締まった層。

1 -d層
lOY3/1 層の様子は 1-c層に似るが白色軽石(5Y8/1 粒径 2~5mm大)

〔オリーブ黒色〕 の含有が減り、より硬く締まった層。

E層
lOY2/1 層中にテフラ・パミスの類を含まない黒色土。下段遺跡におけ

〔黒色〕 る古墳時代の遺物包含層である。

2.5Y3/2 
層中に微細な淡黄色粒子 (5Y8/3 直径 1~ 2mm程度)を多合す

ill-a層
〔黒褐色〕

る締まった層。下段遺跡における弥生・古墳時代の遺物包含層

である。

ill-b層
7.5Y3/1 層の様子はill-a層に似るが、より締まる層。トレンチ箇所に

〔オリーブ黒色〕 より ill-a.ill-b層の分層が困難な層がある o

N層
lOY2/1 層中にテフラ・パミスの類を含まない黒色士。層にわずかに光

〔黒色〕 沢が見られる。

V層
7.5Y2/1 

層の様子は町層に似るが、より締まる層。層に光沢は見られない。
〔オリーブ黒色〕

VI-a層
lOY3/1 層中に疎らに桂色パミス (7.5YR6/6 直径 1~ 2mm程度)を含

〔オリーブ黒色〕 む締まった層。

百-b層
lOY3/1 層の様子は百-a層に似るが、パミスが多含な層。トレンチ箇

〔オリーブ黒色〕 所により含有されるパミス濃度の異なりが見られる。

四層
2.5Y2/1 層中にテフラ・パミスの類を含まない黒色土。層の締まり具合

〔黒色〕 により四-a.四一 b層に分層出来るところも見られる。

困層
5Y3/1 通称池田降下軽石層。黄櫨色テフラ (lOY8/6 直径5~ 20mm 

〔オリーブ黒色〕 程度)が含まれ、やや粘性を持ち光沢のある硬く締まった層。

lOYR6/6 
通称 アカホヤ層。層の下位に 5~ lO mm大の明黄褐色テフラ

立層
〔明黄褐色〕

(10YR7/6)が層を成す硬く締まった層。場所により JX-a.JX

-b.JX-c層に分層できる箇所もある。

X-a層
5Y3/1 

層中にテフラ・パミスの類を含まない硬く締まった層。
〔オリーブ黒色〕

2.5Y3/1 
層中に明黄褐色パミス (10YR6/8 直径 1~2mm程度)を含む

X-b層
〔黒褐色〕

硬く締まった層。和田上遺跡における縄文時代早期の遺物包含

層である。

2.5Y3/1 
層の様子はX-b層に似るが、層中のパミスの直径が大きくな

X-c層
〔黒褐色〕

り(直径 3~5mm程度)、比較的硬い層。和田上遺跡における縄
文時代早期の遺物包含層である o

X-c層に比べて層中のパミスの含有が最も多く、かなり硬化

X-d層
2.5Y3/1 した層。トレンチ箇所により X一c. X -d層との分層が困難

〔黒褐色〕 な層もある。和田上遺跡における縄文時代早期の遺物包含層で

lある。
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2.5Y3/2 
層に含まれるパミスの量が少なくなり、層色も比較的淡くなる

X-e層
〔黒褐色〕

締まった層。和田上遺跡における縄文時代早期の遺物包含層で

ある O

lOYR5/3 
通称 サツマ火山灰層。かなり硬化し締まった層。層中に黄色

X 1層
〔にぶい黄褐色〕

テフラ (2.5Y8/6 直径 l~ lO mm程度)が混ざり、ブロック状

な塊が見られる O

XII層
7.5YR6/3 層に濁りが見られ、粘性がある層。和田上遺跡における旧石器

〔にぶい褐色〕 時代の遺物包含層である O

xm層 7.5YR6/4 層にかなり強い粘性をもち、層中に小磯(直径lOmm大)が若干

〔にぶい樟色〕 見られる O 和田上遺跡における旧石器時代の遺物包含層である O

XN層
10YR6/6 xm層に比べて比較的粘性が弱いが、比較的小磯(直径lOmm大)
〔明黄褐色〕 を多く含む。

XV層
7.5YR6/6 

粘性が弱いが、若干の粘りがある O 層色も淡くなり、小礁が多合。
〔楼色〕

XVI層
7.5YR6/8 シラスの2次堆積層と思われ、硬く締まり、粘性もなくサラサ
〔桂色〕 ラとした層。

和田上遺跡のアカホヤ層(Ix層)下位において、鬼界幸屋火砕流堆積物と思われる樺色の小軽石
と中粒砂を含む層が所々で視認できたが、全体的な層堆積は見られなかった。

2 上ノ段E遺跡標準土層
上ノ段E遺跡の確認調査標準土層は、サツマ火山灰層 (X1層)までは井手上B遺跡・下段遺跡・

和田上遺跡の標準土層と同様であるが、その直下より若干の変化が見られる。

層位 層 色 土 色 土 質

XII層
5R4/1 

強い粘性があり、層に弾力があるが締まった層。
〔暗赤灰色〕

xm層 5R5/1 
層にかなり強い粘性をもち、層も硬く締まる O

〔赤灰色〕

XN層
5R5/1 

層に強い粘性をもち、黒い斑が層中に見られる硬く締まった層。
〔赤灰色〕

XV層
lOYR6/6 

層に濁りが見られず、粘性も弱くなるが締まった層。
〔桂色〕

XVI層
7.5YR6/8 シラスの2次堆積層と思われ、硬く締まり、粘性もなくサラサ
〔桂色〕 ラとした層。
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第E章遺跡の位置及び環境

第1節志布志市の概要

志布志市は鹿児島県大隅半島の東部、志布志湾奥のほぼ中央に位置し、東部は宮崎県串間市、西部

は大崎町、北部は曽於市と境をなしその一部は宮崎県都城市と接し、総面積は 290krrlであり、大崎町

内に1.02凶の飛地を有している。

第2節地形的環境の概要

市周辺の地形は、全体として志布志湾に向かつて緩やかな勾配となっており、有明地区においては

平野部が極端に少なく、標高 100mの辺りから大きく南部の台地と北部の山岳・丘陵地帯に二分され

るO

有明地区南部の台地は安楽}11・菱田川・田原川・肝属川などの緒川によって開析される標高約 20

-100mの火山噴出物の台地(シラス台地)が広がり、「原(ばる)Jと表現される比較的平坦な台地

が見られる O この台地を南北に貫流する河川に菱田川があり、この沿岸に河岸段正が形成されている。

この河岸段丘は三段階の段丘に大別され、台地上においては地下水位がシラス下部の深い位置にあり、

第三段丘面は集落等の形成が困難で開田以前まではほとんど利用されず、現在は明治から昭和にかけ

て先人たちの開墾による野井倉開田・蓬原開田が拓がり、広域に跨る稲作地帯となっているが、シラ

ス下部或いは降下軽石層を流動する浅層地下水の露頭される段丘面の末端(崖脚)からの自然湧水の

有無が集落立地の重要な因子であった。

北部から東部にかけては標高 100mのあたりから山岳地帯となり、志布志市内においては宮田山(標

高520m)をはじめ、霧岳(標高408m)、御在所岳(標高530m)などの山岳・丘陵地帯が広がる地域で、

中世層を基盤として準平原化の後、周囲の台地が形成されたものといわれ、山地の開析は相当に進み、

火山灰台地面を除いてほとんど平坦面を残していないため、起伏の多い丘陵が連なっているO そのた

め山岳・丘陵地帯の集落はこれまで谷間に点在していた。

井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡は市南部の火山灰台地の菱田川沿いの東岸の

河岸段正の台地上にあり、菱田川と安楽川に挟まれたこの台地は通称「野井倉原(のいくらばる)Jと

呼ばれる。本遺跡は野井倉原の西端にあり、上記4遺跡のうち、井手上B遺跡・下段遺跡・和田上遺

跡は菱田川東岸の標高約80mの第2段正面に、上ノ段E遺跡は標高約 100mの第3段正面に立地する O

第3節遺跡周辺の歴史的環境

本遺跡周辺には菱田川の沿岸を中心にして多数の遺跡が存在する o (第2図)

井手上B遺跡に隣接する井手上A遺跡 (69-62Jからは昭和 45年度に旧有明町丈化財審議委員会

の丈化財調査時に、同遺跡地内に存在する『天神の洞窟』から弥生土器と思われる土器片と人骨が発

見されたという記録が残っている O また、井手上B遺跡・下段遺跡・和田上遺跡の存在する第2段丘

面の対岸には、市指定史跡である馬場地下式横穴 (69-86Jが存在する O この地下式横穴は昭和 37

年 10月、道路工事中に道路矩面で発見されたもので、 3基確認され玄室から鑓身・鉄剣・人骨等が

出土した。さらに平成 11年度にも地下式横穴が確認された対面の矩面工事中に、竪孔と見られる遺

構が6基確認され、付近にも同様の地下式横穴が散在している可能性が指摘されているO また中世遺

構として、馬場地下式横穴の東側に菱田川の西岸沿いに中世山城である蓬原城跡 (69-91J、金丸城

跡 (69-79J、さらにその南側には片平城跡 (69-80Jが存在する。
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さらに、本遺跡周辺の埋蔵文化財発掘調査の成果として、本遺跡を含む同台地上の第2段丘面南側、

標高約 30m付近に立地する上苑A遺跡 [69-165Jは、平成 16年に農道整備事業による本調査を行

い、縄文前期・縄文晩期・弥生中期・古墳・古代・中世の多時期に渡る遺物・遺構が確認され、特に

段正面の西端部に古墳時代の竪穴住居群と笹貫式に比定される土器及び在地性に富む成川式土器が共

伴する形で確認されている O

[参考文献]

出口順一朗東徹志・中水忍・中村直子・内山伸明 2008 r上苑A遺跡・穴倉B遺跡』志布志市埋蔵文化財発掘調査

報告書(1) 志布志市教育委員会

有明町郷土史編纂委員会 1980 r有明町誌」 有明町教育委員会

周辺遺跡の出土遺物

lは土製勾玉である O 大塚遺跡 [69-203J範囲内の表土採集遺物であり、一部欠損が見られるが

ほぼ完形である O 上部穿孔を中心に4条の凹線が施され、穿孔は直径2mmを測る o 2は黒曜石製の石

銑である O 上苑A遺跡 [69-165Jの確認調査で出土した。扶入部がやや浅い扶りをもっ比較的小型

の石畿である O 右肩が欠損している O

第1表土製勾玉計測表

備考

平成 18年3月7日発見
大塚遺跡 (69-203Jの範囲

第2表石嫉計測表

備考

右肩欠損 OB2Ab 

上苑A遺跡 (69-165J確認調査出土遺物

:句:UP 
健診~- ¥¥0' 

CD 
〈ご〉 2 

3 cm 。
O 。(1: 2) 2.，5cm ，. i~' 

第 1図周辺遺跡出土遺物
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第3表周辺遺跡一覧(1)
番 号 遺跡名 所 在 主由 地形 時 代 i宣 物 等 備 考

69 -1 柳井谷 山重字柳井谷 台地 縄文(早晩) 前平式・黒色研磨土器粗製土器

前平式石坂式塞ノ神式黒川式石鍛

69 -2 松ヶ尾
伊崎日字松ヶ尾割子谷若ヶ

台地
縄文(早晩)占代 -打製石斧磨製石斧剥片 黒色研磨土 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘

谷 中世 器土師器集石掘立柱建物講状遺構 調査報青書(109)
ー道跡遺構

69 -3 松ヶ尾B 伊崎田字松ヶ尾・若ヶ谷 台地 縄文(半)ー古墳 平格式

69 -4 牧原A 伊11I奇田字牧原・大迫 台地 縄文(半ー晩)・古墳
加栗山式・石坂式黒川式・石鉄打 有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(3)
製石斧・溝 旧名牧原

69 -5 伊崎日鍋 伊崎日字牧西ノ迫 台地 縄文(単ー後) 石坂式吉田式 !日名 西之迫

69 -6 仮屋A 野井倉字仮屋 台地 縄文(早後) 前平式貝殻条痕文

69 -7 仮屋B 野井倉字岩坂楠木 台地 縄文(早ー晩)弥生(前) 打製石斧半栴式

69 -8 社ヶ段B 伊崎日字社ヶ段縄瀬 台地 古墳中世 永山式 旧名.社ヶ段C

69 -9 抜谷 野神字抜谷 台地 縄文(中晩)・弥(中) ナ丁製石斧・石阻

69 -10 局牧A UJ重宇高牧 台地 縄文(早中晩)・弥生 塞/神式磨石石鍛 旧名両牧

69 -11 向段 伊崎田字向段谷ヶ迫 台地 縄文(中晩)古墳 石土器 旧名著ヶ谷B.:gヶ谷

69 -12 高吉 野井倉字高古 前田ー下段 台地 縄文(中晩)弥生 土器石皿 旧名上両吉

69 -13 縄瀬C 伊崎回字縄瀬社ヶ段 台地 古墳 土師器 |円名社ヶ段B 社ヶ段D

69 -14 干平野 山重字下平野 台地 縄文(後) 条痕文土器

69 -15 黒葛A 伊崎出字黒葛・牧原 台地
縄文(早後ー晩)・古代 前平式塞ノ神式平栴式入佐式

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(3)
中世 黒川式土師器集石

69 -16 いせんIJ: 伊崎回字社ヶ段大迫 台地 縄文(後晩)弥生
綾式市来式ー土製円盤磨製石斧

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書 (ll)
打製石斧石皿石錘磨石鉄津

69 -17 社ヶ段A 伊崎田字社ヶ段・坂ノ下 台地 縄文(後) 土器

69 -18 仮屋頭 野井倉字仮屋頭 .1&犀 台地 縄文(後)中世 土帥器ー鉄i宰
69 -19 平尾A 野井倉字平尾井手上 台地 縄文(後)中世 二万田式土師器 旧名中川

野井倉字土橋・下原土原合
69 -20 土橋 所下口谷尻、伊崎田字堺ー商ケ 台地 縄文(後)弥生(中) 土器石器銅矛 旧名中野

迫

69 -21 向段B i筆原字向段 台地 縄文(後)歴史 土師器 旧名向段A

69 -22 牧原A 野神字牧原 高尾・中牧 台地 縄文(後十古墳 磨製石斧打製石斧 旧名樽野牧原

69 -23 高牧B 野神字高牧、山重字下平野 台地 縄文(晩)古墳 組織痕土器・中津野式土師器

69 -24 倉ヶ崎C 山重字倉ヶ崎 台地
縄文(晩)弥生(中)

土器・石器・土師器 旧名倉ヶ崎
歴史

69 -25 中尾 山重宇中尾長谷 台地 縄文(晩)ー弥生 土器

69 -26 牛ヶ迫 伊崎回字牛ケ拍・松ヶ尾ー午休 台地 縄文(晩)・弥生 石鍛

前平式ー石坂式平格式塞ノ神式
69 -27 大迫 伊崎田字大迫 台地 縄文(早晩) 入佐式黒川式・打製石斧磨製石斧 有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(3)

ー石鍬

69 -28 縄瀬A 伊崎岡字縄瀬坂ノ下 台地 縄文(晩)中世 土器ー土師器

69 -29 飯野 伊崎田字飯野・丸岡 力石 台地 縄文(晩)

69 -30 向江原 伊崎田字向江原 台地 縄文(晩) 剥片石器 旧名牧ノ口

69 -31 山原 伊崎田宇山原 1富谷 台地 縄文(晩)
入佐式黒色研磨土器打製石斧敵

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(1)
石磨石。剥片

69 -32 札元 伊崎回字札元・山原 台地 縄文(後晩)古墳
中岳E類磨石打製石斧崩平局部

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(1)
磨製石斧

69 -33 下原 伊崎田字下原 台地 縄文(早晩)弥生 吉田式塞ノ神式 旧名風八重 下原

69 -34 向崎、 野井倉字向原ー中川 台地 縄文(晩)古墳 打製石斧 円墳(牧ノ内古墳) 旧名牧之内

69 -35 半尾B 野井倉字平尾小松 台地 縄文(晩)中世 打製石斧・青磁 旧名出水

69 -36 黒葛C 伊崎国字黒葛ー大迫 台地 縄文弥生 石土器

69 -37 坂ノ下 伊崎田字坂ノ下 台地 縄文

前平式・吉田式轟B式曽畑式ー阿
有明町埋蔵文化財発掘調査報告書

69 -38 丸岡A 伊崎回字丸岡 7J石 台地 縄文(早前晩)
高式黒川式入佐式石皿ー石鍛 (4) . (11) 
石錐磨製石斧剥片竪穴状遺構
集石

!日名丸岡

69 -39 上ノ原A 伊崎同字上ノ原・池田 台地 縄文(早)中佐
石坂式前平式平栴式ー竜泉窯系青 i日名 上ノ原A 上ノ原B 菖蒲旧
磁

69 -40 平尾 野井倉字平尾小松 台地 縄文

69 -41 川添 山重芋川添・鍋ヶ迫ー谷後 台地 縄文弥生(前中) 釘製石斧

69 -42 塚堀 原田字塚堀ー下!息品吉田平 台地 縄文歴史 土師器 旧名局吉

69 -43 事]段 山重字釣段・中迫、野村字水道 台地 弥生(前) 土器・石器 旧名釣ヶ段

69 -44 前迫A 山重字前迫松ヶ迫 台地 弥生(中) 石斧 旧名倉ヶ崎A.倉ヶ崎

69 -45 上平野 山重字上平野、野神字清水 台地 弥生(中) 土器 旧名 e 平野

69 -46 山重 山重字山重 山中 台地 弥生(中) 土器・石器

69 -47 松原 野井倉字松原 上ノj兵 低地 i砂丘 弥生(中・後) 土器 旧名押切

69 -48 捨り 蓬原字捨り 日鎌 111ノ前 台地 弥生(中) 土器・石器 旧名平山

69 -49 大関A 蓬原字大圏上大園小松 台地 縄文(後)弥生(中卜古墳 出水式打製石斧 旧名大国原蓬原東大久保大圏

69 -50 古池 野神字古池高尾 台地 弥生(中) 磨製石斧打製石斧 旧名樽野

69 -51 清水 原因字清水 台地 弥生(中)
弥生中期土器完形鉢形土器高坪

旧名平田・原田元宮の下永田
打製石斧磨製石斧

69 -52 草場 野井倉字草場・坪山 前畑 台地 弥生(後)・古墳 石斧土師器 旧名坪山

69 -53 下水流 蓬原字ド水流・宮ノ前 台地 弥生(後)・古墳 石斧ー土師器 旧名片平

69 -54 回iJ:UA 野神字回i剖 山中 台地 弥生 土器石器 旧名 田淵・回測

69 -55 目前UB 野神字国淵 大久保、山重字鍋 台地 弥生 打製石器 旧名鍋

69 -56 吹切C 山重字吹切 土平野、野神字清水 台地 弥生 旧名清水2
69 -57 ぷ方境 伊崎回字一方境 台地 弥生 石土器 旧名縄瀬B.縄瀬

69 -58 前田 伊崎田字前回 台地 弥生 土器石器 旧名 主主ヶ谷A

69 -59 東段A 伊崎回字東段・力石 台地 弥生 旧名丸岡B

69 -60 中野 伊崎回字中野下原 台地 弥生 土器石斧

69 -61 西ノ谷 野井倉字西ノ谷岩坂 台地 弥生

69 -62 井手上A 野井倉宇井手上 上ノ水流 台地 縄文(早)・弥生・古墳 入佐式ー成川l式 士一師器ー石器 人骨 旧名天神
69 -63 吉村 野井倉字吉村 野吉 台地 縄文(後) 弥生 中岳E式石鎌打製石斧

69 -64 上原A 野井倉字上原・西原 台地 弥生古墳 土器土師器 旧名下野井倉

ハV-E-



第4表周辺遺跡一覧(2 ) 
番 号 遺跡名 所 在 地 地形 時 代 遺 物 等 備 考

山ノ口式成川式・炭化米土師器斐

69 -65 長田 原田字長同牧春日免 台地 弥生(中)・古墳・中世 龍泉窯系青犠 白磁湾川窯系染付 有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(2)
竪穴住居跡掘立柱建物跡土壌墓

マイクロコア剥片手向山式苦浜

式右京酉式貝殻条痕文ー山ノ口式
旧七今器縄文(早前) 成川式鉄製馬具ー須恵器士師器

有明町煙蔵文化財発掘調査報告害
69 -66 仕明 蓬原字仕明宵ノ前大関牧 台地 弥生(中)古墳古代 土師器斐土師器皿石鎌石庖丁

中世・近世 製塩土器白磁青磁青円磁合子
(7) . (11) 

鉄製万子染付。黒薩摩緊穴住出跡

掘立柱建物跡古道溝

69 -67 平野古墳 山重字上平野 台地 古墳 円墳蓋石6枚 IlJ名平野
69 -68 鍋古墳 伊崎田字i度ヶ迫 台地 古墳 円墳 i日名伊崎間鍋
69 -69 片平古境 蓬原、字仕明逆水 低地 古墳 円墳 旧名片平

69 -70 山神ノ上古墳 野神字後平 台地 古墳 円墳

69 -71 岩屋古墳群 野神字河内井手元岩道 台地 古墳 円墳3基石棺
旧名岩屋A古墳岩屋B古墳岩
屋C古墳

69 -72 中方限古墳群 野神学/¥倉 台地 古墳 円墳 |白名中方限

69 -73 渡迫古墳群 野神字岩道 台地 古墳 円墳 旧名渡迫

69 -74 局井田古墳群 原因字下原 台地 古墳 円墳1基方墳 1基 旧名 品井田 1・品井出2

69 -75 倉ヶ崎B 山重字倉ヶ崎ー平野 台地 歴史 土師器

69 -76 牧原 伊崎田字牧原大迫 台地
縄文(早晩)・古墳 黒川式・打製石斧・磨製石斧石鍛ー 有明問埋蔵文化財発掘調査報告書(3)
歴史 掻器 !日名黒葛B

69 -77 縄瀬B 伊崎阿字縄瀬 台地 中世 土師器 旧名社ヶ段B

69 -78 向段A 蓬原字向段、 ~U重字川添 台地 歴史 土師器

69 -79 金丸城跡 逢原字神領 丘陵 中世(鎌倉) 複郭・空堀 150 m X 200 m 

69 -80 片平城跡 蓬原字下水流仕明 丘陵 中世(平安末) 複郭 150mx 200m 旧名片平

69 -81 高牧城跡 山重字高牧 丘陵 縄文(早後晩) 中世
単郭・山城堀 100mx 300 m 

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(11)
石坂式綾式・市来式黒川式

69 -82 大代 野井倉字大代鎌迫大森ー平 台地 縄文古代 土器土師器 旧名大森

69 -83 平B 野井倉字平ー古川 台地 古代中世 千三副1器 青磁 旧名平

69 -84 次五 野井倉字次五・横堀 台地 古代 土師器

(町指定)昭44. 4. 1史跡
69 -85 原田古墳 原田字大塚・竹塚 台地 古墳 円墳5基・方墳I基 l日名大草殿古墳大塚古墳群大塚A台墳ー大

堤B古墳J!(λトl号古墳・坂ノ上2号古墳・大塚

69 -86 馬場地下式横穴 蓬原字小松ー I勾城 台地 古墳 剣鑓身ー人骨 (町指定)昭 52. 4. 21 旧名馬場

69 -87 東 野井倉字東・中次 台地 弥生 土器 !日名横地A

前平式。吉国式石坂式下剥峯式桑ノメL

縄文(早)・弥生古墳
式押型文塞ノ神式平栴式微隆帯丈

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(8)
69 -88 横堀 野井合字横堀 下段 台地 土製円盤 トロトロ石器石鉱石錐打製

古代
石斧磨石蔽石台石石皿耳栓土師

旧名横堀B

器連穴土坑集石

69 -89 下段C 野井倉字下段束 台地 縄文(中晩)弥生 士器 旧名飯山

69 -90 下段B 野井倉字下段東 台地 弥生 土器

69 -91 蓬原城跡 逢原字伸領・出水 台地 中世(平安末) 複郭・堀空堀士塁 100mX 200 m (町指定)昭 44. 4.1 史跡

69 -92 真言宗惣持院跡 蓬原字神領 出水 低地
中世(鎌倉南北朝)

五輪塔板碑墓碑 (町指定)昭44. 4. 1 史跡
近世

69 -93 禅宗好善寺跡 蓬原字神領 台地 中世(室町)・近世 相輪五輪塔無縫塔 (町指定)昭44. 4. 1 史跡

69 ヲ4 禅宗1L，l.、院跡 野井倉字通山 低地 近世 無縫塔 字石塔墓碑 (町指定)開 44. 4.1 史跡

69 -95 時衆宗願行寺跡 伊崎回字山/口 台地 近世 基碑 (町指定)昭44. 4. 1 史跡

69 -96 半馬A 野井倉字半馬 台地 弥生 土器

69 -97 早馬B 野井倉字早馬 台地 弥生 土器

69 -98 早馬C 野井倉字早馬 台地 弥生 土器

69 -99 吉原 野井倉字吉原 台地 弥生・古代 土器士師器 旧名 目日原A

69 -100 中次A 野井倉字中次 台地 弥生 土器

69 -101 中次B 野井倉字中次 台地 弥生 土器

69 -102 前原 野井倉字前原 台地 弥生 土器 旧名前原B

69 -103 坂ノ下A 伊崎日字坂ノ下 台地 古墳

縄文(早晩)弥生(早)
前平式・押型文塞ノ神式刻日突帯

69 -104 上ノ+巴 野井倉字上苑・高吉 台地
古墳

文ー黒川式(埋斐)・東原式集石 有明町埋蔵文化財発財調査報告書 (5)
竪穴住居掘立柱建物

前平式石坂式 F剥峯式桑ノ丸式
旧石器縄文(早晩) 押型文刻日突帯文麿製石綴石

69 -105 牧 蓬原字牧ー外堀 台地 弥生(早中)ー市墳 鎌石錐山ノ口式成川式ー陶磁器 有明町探蔵文化財発掘調査報告書(9)
近世 薩摩焼ー火打石集石掘立柱建物・

柱列 J茸

69 -106 坂ノ上 原田字坂/上前回・西原 台地 弥生古墳 旧名坂ノ下

69 -107 谷ヶ迫A 伊崎田字谷ヶ迫宝永向段・飯野 台地 古墳

69 -108 堀切 野神字堀切 台地 弥生(中) 土器石器 旧名水ノ谷

69 -109 吹切A 山重字吹切 台地 弥生 旧名清水l

69 -110 船迫 山重字船迫 台地 弥生古墳 旧名山重小前

押型文貝殻文円筒形吉田式系前

伊崎町字馬場ヶ迫ー中田 山ノ 縄文(早前中後晩)
平式系塞ノ神式春日式岩崎上層

鹿児品県埋蔵文化財発掘調査報告書
69 -111 山ノ口 台地 式指宿式大半式類似市来式。土

口前奈良ヶ迫見帰 弥生(中)
製品ー組織痕文山ノ口式石皿石

(29) 

A方，二

69 -112 段 伊崎町字段ー奈良ヶ原 台地 縄文(中後) 阿両式指宿式 旧名伊崎田

69 -113 立山 伊崎目字立山上ノ圏平室太郎 台地 縄文(前中)古墳 永山式 旧名寛太郎室太郎・岩下

69 -114 楠原古墳 蓬原字大迫ー金丸 台地 古墳 円墳

69 -115 長塚古墳 野神字岩道立下 台地 古墳 円墳 旧名長塚

69 -116 楠原 蓬原字楠原 大迫ー金丸 台地
縄文(半。後晩)弥生 黒川式山ノ口式成川式内黒土師

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(4)
古墳ー市代 器土師器・土坑

縄文(早後晩)・弥生(後)
石坂式下剥峯式貝殻条痕丈山ノ

志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書
69 -117 穴倉 野神字穴倉小松 台地 口E式松木菌式成川式内黒土器

市墳古代
ー石銭。打製石斧集;凸 掘す柱建物

(1)・(4)

69 -118 北別府 野神字芝用小迫 台地 縄文・古墳 石室帳宇T製石斧土師器

1
-
1
1ム



第5表周辺遺跡一覧 (3) 
番 号 遺跡名 所 在 地 地形 時 代 遺 物 等 備 考

貝殻条痕文曽畑式深浦式春日式山

有同町財発掘調時一69 -119 本i"J 伊崎回字本村ー下原大牧 台地 縄文(早前中)・弥生(，1') ノ口式石鍛石錐石核廃石花弁型
要員穴住居

岩本式前平式・吉田式押型文倉園

69 -120 飯野A 伊崎回字飯野 台地 縄文(早前中・晩)
B式桑ノ丸式加栗山式塞/神式 間埋献化財発掘問時(3)
曽畑式阿高式黒川式石鍛石匙 旧名飯野
集石古道

69 -121 飯野B 伊崎田字飯野 台地 縄文古墳 旧名 谷ヶ迫B 宝永原ー宝永

69 -122 春日堀 蓬原字春日堀 台地 縄文古墳

69 -123 仮宿 伊崎田字尻宿多々越 台地 縄文

69 -124 天神ノ尾 伊崎町字天神ノ尾 台地 縄文

鹿児島県立埋蔵文化財センタ 発掘
69 -125 谷ヶ迫 伊崎回字谷ヶ迫向段字尾 台地 縄文(後ー晩)・古墳 指宿式黒川l式夜臼式磨石剥片 調査報告書(109)

旧名向段

69 -126 平A 野井倉字平ー下μ 台地 古墳 !日名'平

前平式・吉田式・倉園B式石坂式

縄文(早)・弥生(早)
下剥峯式桑ノ丸式ー手向山式ー押型

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(6)
69 -127 下堀 野神字下堀・立山 台地 文塞ノ神式右京西式実IJ目突帯文

古墳
ー成川式石鎌打製石斧磨製石斧

志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書(3)

集石連穴土坑

前平式加栗山式辻タイプ石坂式・手

69 -128 浜場 野神字浜場新田 台地 縄文(早)古墳
向山式塞ノ神式苦浜式石鍛右核 有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(6)
剥片成川式土師器須恵器竪穴状 志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書(3)
遺構連穴土坑集石抑立柱建物

69 -129 吹切B 山重字吹切 台地 縄文ー古墳 旧名吹切

69 -130 水道 野神字水道 台地 古墳

69 -131 事Jケ段 山重字釣ヶ段、野神字大久保 台地 古墳 旧名釣ヶ迫

69 -132 森土 野村字森土 台地 縄文古墳

69 -133 鍋迫 山重字鍋ヌ白 鍋前鍋 台地 古墳

69 -134 井ノ木
蓬原字井ノ木竹ノ迫

台地 古墳
山重字上/段鍋迫

69 -135 大堀 野神字大堀水喰 台地 古墳・古代

69 -136 上原 原田字上原 台地 古代

69 -137 立山 原田字立山 台地 古墳

69 -138 東中原 原田字東中原大塚藤原中須 台地 古墳 旧名中須

69 -139 康迫 野神字康迫・中岡 台地 古墳

6~ -140 渡迫 野神字渡i白ー岩道 園田ー岩下 台地 古墳・古代 土師器 旧名岩道

69 -141 牧原B 野神字牧原 台地 古墳 旧名}牧原

69 -142 7)<.喰 野神字水喰、蓬原字山ノ後 台地 古代

69 -143 山ノ前 蓬原字山ノ前 台地 古墳

69 -144 日鎌 蓬原字日鎌捨り 内城小松 台地 弥生。古墳 旧名平山

69 -145 丸岡A 野神字丸岡 中ノ丸 台地 古墳 旧名丸岡

69 -146 風穴 野神字風穴五色 台地 古墳

69 -147 上五敷 原田字上五敷、野神字五色 台地 古墳

69 -148 五色 野神字五色・風穴 台地 古墳

69 149 西ノ堀 原田字酋ノ堀ー下五敷 台地 古墳

69 -150 屋部当 蓬原字屋部当大迫楠原 台地
旧石器縄文(早)・弥生 剥片尖頭器成川式集石竪穴住居

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(4)
古墳 土器溜り

69 -151 丸岡B
野神字丸岡、蓬原字楠原 山ノ

台地 古墳 旧名楠原B
後井ノ木

69 -152 楠原B 蓬原字楠原・山ノ後・屋部当 台地 古墳 !日名楠原C

69 -153 前迫B 山重字前迫 台地 縄文 土器 旧名前迫

69 -154 倉ヶ崎D 山重字倉ヶ崎松ヶ迫 台地 古墳古代 土器土師器

69 -155 塩入 野井倉字塩入 1'1'山山添川原 台地 弥生・古墳 土師器

69 -156 坂上 野井倉字坂上大代 台地 古代 土師器

69 -157 木森 野井倉字木森国尾 台地 縄文古代 土師器 旧名大森・大代

69 -158 鎌迫 野井倉字鎌迫上苑上 台地 弥生 土器

69 -159 上苑上 野井倉字上苑上 台地 古代 土師器

69 -160 甚堀 野井倉字甚堀上苑上 台地 弥生 土器

69 -161 上苑B 野井倉字上苑・下段・上苑上 台地 古代 土師器

69 -162 下段A 野井倉字下段 台地 古代 土師器

69 -163 中牟田 蓬原字中牟田春日掛 低地 古墳ー古代
成川|式須恵器土師器古代須恵器緊穴

旧名大牟田
住居

69 -164 出尾下 野井倉宇田尾下 台地 古代 土師器

曽畑式黒色磨研土器員殻条痕文刻

縄文(前晩)弥生(中)
日突帯文 弥生中期土器・山ノ口式・成

69 -165 上苑A 野井倉字上苑・上苑下・回尾 台地 川式土師器須恵器古代須恵器龍 志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書(1)
古墳・古代中世

泉窯系青磁染付薩摩焼竪穴住居
竪穴状土坑

69 -166 前畑 蓬原字前畑竹ノ迫 台地 縄文(後)ー古墳 旧名中野向段B

69 -167 塩水流 伊崎田字塩水流前谷 台地 古墳中世 土師器青磁

69 -168 鹿藤 伊崎回字鹿藤一反日 台地 縄文

69 -169 東段B 伊崎日字東i段 台地 古墳 旧名東段

69 -170 丸岡B 伊崎田字丸岡 台地 弥生 旧名丸岡C

69 -171 萩ノ迫 伊崎日字萩ノ迫土江 台地 古墳

69 -172 土光 伊崎回字土光 方境 台地 古墳

69 -173 渡ヶ迫 伊崎田字渡ヶ迫牧 台地 古墳

69 -174 牧 伊崎旧字牧ー堂免 台地 古墳 旧名 反問

69 -175 小迫 伊崎田字小迫鹿藤 台地 縄文古墳

69 -176 川原田 伊崎国字川原田後迫・大道 台地 古墳

69 -177 見返段 伊崎回字見返段・前迫 中尾 台地 縄文。弥生

69 -178 仮宿A 伊崎田字仮柑・別当 台地 古墳 旧名別当

69 -179 稗ノ迫 伊崎田字科ノ迫鍋前畑蔦ノ段 台地 古墳 旧名稗迫

つ中1i
 



第6表周辺遺跡一覧 (4) 
番 号 遺跡名 所 在 地 地形 時 代 遺 物 等 備 考

69 -180 鍋A 伊崎田字鍋ー西ノ迫 台地 古墳 旧名伊崎田鍋A

69 -181 石割迫 伊崎回字石割迫関松弓場ヶ迫 台地 古墳 旧名弓場ヶ迫

69 -182 t霊 野井倉字榎 合田・菖蒲 台地 縄文古墳

69 -183 中原 野井倉字中原・前原 台地 弥生古墳 土器土師器

69 -184 東原 野井倉字東原 台地 弥生古墳 土器ー土師器

69 -185 西原A 野井倉字西原ー東原 台地 弥生 土器

69 -186 西原B 野井倉字西原・中原 台地 弥生古墳 土器・土師器

69 -187 上原 野井倉字上原東原・西原 台地 弥生古墳 土器ー土師器

69 -188 中尾 野井倉字中尾・西原迫 台地 弥生 土器

69 -189 西原迫A 野井倉字西原迫・上ノ段 台地 古代 土師器

69 -190 西原迫B 野井倉字西原迫 台地 縄文(晩ト弥生 土器

69 -191 上/段A 野井倉字上ノ段 台地 弥生 土器

69 -192 上ノ段B 野井倉字上ノ段 台地 弥生 土器

69 -193 上ノ段C 野井倉字上ノ段 台地 古代 土師器

69 -194 上ノ段D 野井倉字上ノ段・宇中 台地 古代 土師器 旧名井手上E

69 -195 上ノ段E 野井倉字上ノ段 台地 弥生 土器 旧名井手 r.C

69 -196 井手上B 野井倉字井手上 台地 古代 土師器

69 -197 車官付 野井倉字稲イ寸 下段 台地 弥生 土器

69 -198 下段 野井倉字下段 台地 弥生古墳 成川式土坑

69 -199 和田上 野井倉字和田上下段 台地
旧石器・縄文(早) 弥生

細石刃・細石核ー土器白土師器ー石器
古墳

69 -200 大園B 蓬原字大園井手ノ上 台地 古墳

69 -201 大久保 野神字大久保.!i';ヶ段 台地 弥生 石鎌・打製石斧磨製石斧

69 -202 下原 原田字下原 台地 古墳

69 -203 大塚 原因字大塚出口有本竹塚 台地 縄文古墳

69 -204 i兵場A 野神字浜場渡追 台地 縄文(早)古代

69 -2日5 前畑 野井倉字前畑 台地 古墳

69 -206 牧ノ上 蓬原字牧ノ上 台地 縄文(早)古墳 土器片黒曜石剥片石錘

69 -207 下原 伊崎回字下原ー後追 台地 縄文(早・晩)・弥生 縄文早期土器石製土堀具・磨製石斧 !日名後迫下原

68 -28 四反回 安楽字四反田 丘陵端 弥生

68 -29 別府 安楽字別府 台地 縄文(早}・弥生(中)

68 -59 上門A 安楽字山角 河岸段丘 縄文(晩) 御領式系打製石斧石皿磨石蔽石

68 -60 上重 安楽字上重 河岸段丘 縄文(早) 弥生(中) 御領式打製石斧磨石・黒曜石片

68 -61 上門D 安楽字山角 河岸段丘 縄文(晩) 御領式系・打製石斧ー石皿磨石

68 -62 上門B 安楽字山角 河岸段圧 縄文(晩) 御領式系ー打製石斧

68 -63 大迫 安楽字大渡 丘陵端 縄文(早中)
塞ノ神 阿高式，出水式日石ー石錘

石斧

68 -109 中原 安楽宇中原西迫中波 台地 !日石器縄文(後)弥生
有舌尖頭器市来式・指宿式ー弥生土

器

68 -110 小瀬A 安楽宇中原 台地 縄文(後) 市来式黒曜石片打製石斧・磨製石斧

68 -1ll 小瀬B 安楽字中原 台地 縄文(後)弥生 指宿式 市来式・弥生土器・打製石斧

前平式・吉田式塞ノ神式南福寺類似。

阿高式中津式福田KlI式彦崎五 I
式津雲A式一湊松山式市来式鐘ヶ

68 -112 中原(曲瀬) 安楽4712-11・4712-6字中原 台地 旧石器縄文(早・中・後}崎式ー指宿式・細石核石錘ノミ状石斧 志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書(9)
軽石製調整具土錘土製加工品石製
品麿石石斧石皿黒曜石剥片磨製
石斧白打製石斧

68 -113 百堂穴 安楽字岩戸
河岸段丘

轟式磨製石斧ー獣骨
端

縄文(中後晩)古墳
縄文中期土器指宿式市来式ー草野

志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書(28)68 -114 宮脇 安楽 1106-1字宮脇 河岸段丘 式黒川系成川式土師器須恵器
奈良平安

石皿石錘鼓石ー磨石

68 -115 安良 安楽字外国 河岸段丘 縄文(後)ー奈良平安 大石系市来式打製石斧・土師器

68 -116 鳥居下 安楽字鳥居下 河岸段丘 縄文(早) 吉田式石坂式無文

68 -132 上門C 安楽字山角 河岸段丘 縄文(晩)

68 -133 高牧 安楽字高牧 台地 弥生

68 -134 一重堀 安楽字一重堀 台地 弥生

68 -135 権現原 安楽字権現原 台地 弥生

68 -136 水ヶ迫 安楽字水ヶ迫 台地 奈良平安 土師器

68 -144 宮之馬場 安楽字宮内 台地 奈良平安 土師器須恵器

68 -148 高吉A 安楽字高吉 台地 縄文弥生

68 -153 平城 安楽字七本松 台地 弥生 打製石斧

68 -159 小牧古墳群 安楽5973-10字小牧 台地 古墳 土師器須恵、器軽石加工品 (町指定)昭59. 1. 10 (1号墳)
68 -162 山宮古墳 安楽字宮下 河岸段丘 平安 訪製鏡直刀骨壷土器破片 18点

68 -167 頴娃郷 安楽字宮脇 河岸段丘 奈良平安 土師器・須恵、器

68 -168 向江 安楽水神松 低地(谷底)奈良平安 土師器

68 -170 山宮神社 安楽宮馬場 河岸段丘 奈良 709年(和銅2年)
鋼鏡(唐草鴛驚文様鏡)

(国指定)大 7.4. 8 

68 -176 安楽城跡 安楽字宮下 河岸段丘 鎌倉

68 -180 金ヶ迫 安楽字金ヶ迫 丘陵 弥生

68 -181 七本松 安楽字七本松 丘陵端 弥生

68 -195 八ヶ代 安楽字八ヶ代 河岸段丘 弥生古墳

68 -198 稲荷上 安楽字稲荷仁 台地 縄文(早)・弥生古墳 成川式 志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書(32)

68 -210 宮之上 安楽字宮之上 台地 古代

68 -213 安楽小牧 安楽字小牧 台地 縄文(早)

67 -99 大段 尾野見大段 台地 縄文

q
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第3図井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡遺跡位置図
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第皿章確認調査の概要

第1節確認調査の概要

調査の実施にあたり、井手上B遺跡・下段遺跡・和田上遺跡が同じ段丘面のほほ隣接する遺跡であり、

また上ノ段E遺跡も段丘面は異なるが同様に隣接する遺跡であることから、一括して調査を行った。

井手上B遺跡・下段遺跡・和田上遺跡は事業対象圃場内の任意の位置に、上ノ段E遺跡は、取水工

設置個所にトレンチを設定した。トレンチは2mx4mを基調としたトレンチであり、状況に応じて

随時調査面積を拡大、縮小して調査を行った。調査は重機の立入可能な圃場には調査員立会いの下、

表土及び火山灰層であるE層 Ox-a層 .IX-b層 .IX-c層を含むアカホヤ層). X I層(サツマ
火山灰層)を重機で除去、その他の層は作業員による掘り下げで、調査を行った。各トレンチの調査表

面積、出土・検出状況等の概要は下表のとおりである O

第7表確認調査 トレンチ表

井手上B遺跡

トレ
規模 (m)

調査
遺物の有無

ンチ 表面積
遺構の有無

1 2.1 x 4.0 8.4ぱ X-d層陳2点 主正

2 2.2 x 4.0 8.8ぱ 主任 鉦

3 2.0 x 3.0 6.0 rr:i 鑑 金正

4 2.0 x 4.0 8.0 rr:i 鉦 金正

5 2.5 x 4.4 11.0ぱ 鉦 主正
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2.0 x 4.1 

調査

表面積

8.2 rr:i 

遺物の有無

鉦

遺構の有無

鉦

下段遺跡

トレ
規模 (m)

調査
遺物の有無 遺構の有無

ンチ 表面積

rr .皿-a層弥生中期土器?

1 2.8 x 3.3 9.24ぱ
成川式土器

皿-b層上面土坑3基
士坑2埋士弥生中期土器

軽石製品

2 3.2 x 6.1 19.52ぱ
rr.m-a層成川式土器

鉦
磨石

3 2.4 x 2.7 6.48ぱ 生正 主任

4 3.4 x 4.4 14.96ぱ 士坑3埋土成川式土器 阻-b層上面土坑4基

r
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和田上遺跡

トレ
規模 (m)

調査
遺物の有無 遺構の有無

ンチ 表面積

l 2.0 x 4.3 8.6ぱ X-a.b.c層破砕機 盤

X-b層石坂式土器・磨石?
X-c層縄文早期土器
X-d層破砕牒
X-e層縄文早期土器

2 2.0 x 4.0 8.0ぱ 剥片・破砕疎 生正

XI.xrr.x皿層

石核・細石刃核・細石刃・作業

面再生剥片・微細剥離痕剥片・

破砕喋

3 2.0 x 4.0 8.0ぱ
X-c層縄文早期土器

主E
破砕磯・炭化物

4 3.4 x 4.4 14.96 rrl 鉦 生正

5 2.0 x 4.0 8.0ぱ 主任 盤

調査の結果、上ノ段E遺跡は遺物・遺構は全く確認されず、井手上B遺跡はlトレンチJX-d層か

ら礁と判断される遺物が2点確認されたが、他のトレンチからは遺物・遺構は全く確認されず、事業

対象区域内に遺跡は存在しないと判断された。

下段遺跡は、遺物が1. 2トレンチのrr.ill-a層より、弥生中期土器3点、成川式土器4点、磨

石l点、 1トレンチ土坑2埋土中より、弥生中期土器2点、軽石製品 l点、 4トレンチの土坑3埋土

中より、弥生中期土器5点が確認された。遺構はill-b層上面において、 1トレンチに土坑3基、 4

トレンチに土坑4基、計7基確認され、中には竪穴住居と思われる規模の大きい遺構(土坑5) も確

認された。

和田上遺跡は、遺物が1-3トレンチの縄文時代早期に該当するX-b.c.e層より縄文時代早

期土器4点、 X-b層より磨石l点、 X-e層より黒曜石製の剥片l点、 X-d.e層より破砕焼喋

28点、破砕疎12点、蝶7点、小磯5点が確認された。さらに2トレンチのXI層(サツマ火山灰層)

直下からXill層にかけて、黒曜石製の剥片 10点、細石刃8点、細石刃核3点、石核2点、微細剥離

痕剥片1点、作業面再生剥片 1点が確認された。遺構はいずれのトレンチからも確認されなかった。

調査の詳細については第w.v.vr章で述べる O
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第IV章井手上B遺跡・上ノ段E遺跡の調査

第1節確認調査の概要

井手上B遺跡は菱田川東岸の標高45mの第2段丘面上にあり、比較的第3段正面の崖裾に近い所

に立地し、上ノ段E遺跡は菱田川東岸の標高77mの第3段丘面の西端部に立地する。両遺跡は段丘

崖を挟んで東西に並ぶように位置する遺跡である O

確認調査は、井手上B遺跡は調査対象区域内に存在する遺跡範囲内の任意の地点に 5ヶ所のトレン

チを設定、 lTが2.1mx 4.0 m (8.4凶)、2Tが2.2m x 4.0 m (8.8ぱ)、3Tが2.0m x 3.0 m (6.0 rrl)、

4Tが2.0m x 4.0 m (8.0 rrl)、5Tが2.5m x 4.4 m (11.0ぱ)の調査を行った。上ノ段E遺跡は5

mxlOm規模の取水口設置箇所の範囲内に 1Tを設定、 2.0m x 4.1 m (8.2ぱ)の調査を行なった。

第2節確認調査の成果

第E章でも述べたとおり、井手上B遺跡からは 1トレンチ医-d層から喋と判断される遺物が2点

のみ確認され(第4図)、上ノ段E遺跡からは遺物・遺構は確認されなかった。

ここでは、遺物・遺構等について特出する事項がないことから各トレンチの削平状況・土層の残存

状況等について述べたい。

H=47.00m 

H=46.0伽

MN~ 層番号は第6図に準じる

ア ア

イ

イ
ロ

よ
ロ

」一 よ

。 (1初)lf

第4図井手上B遺跡確認調査 lT 遺物出土状況図及び土層断面図
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第5図井手上B遺跡確認調査 卜レンチ位置図
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1T南壁

Hc4J.00， 

Hc46.00， 

2T南壁
Hc51. 00. -
3 
4 

Hc50.00. 

3T南壁

Hc50.00， 

Hc49.00m 

2
3
4
 

1
1
1
 

Hc48.00m 

5T西壁 1

Hc50.00， 

1(1判)1「

第6図井手上B遺跡確認調査 1・2.3・5T 土層断面図
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井手上B遺跡 トレンチ層位
， T甫壁土層断面
1 黒褐色(lOYR3/1)土
2 オリーブ黒色 (5Y3/1)土
3 黒色 (2.5Y2/1)士
4 黒色 12.5Y2/1)士
5 黒色 12.5Y2/1)土
6 明黄褐色 110開6/6)土
7 オリーブ泉色 15Y3/21土
8 泉褐色 12.5Y3/1)土
9 黒褐色 12.5Y3/1)土
10 黒褐色 12.5Y3/1)土
1'.1 に晶、い黄樟色(10Y問/3)土
12 にぷい貴鐙色 110YR6/4)土

2T南壁土層断面

1 賀原色 12.5Y4/1)土
2 賞灰色 12.5Y4/1)土
3 黒色(7.5Y2/1)土

4 オリーブ黒色 15Y3/1)士
5 オリ ヲ黒色 15Y3/1)土
6 黒色 110Y2/1)土
7 暗オリ ブ褐色 12.5Y3/31土
8 明黄褐色 110YR6/61土
9 黒色 17.5Y2/1)土
10 黒色 12.5Y2/1)こと
11 黒褐色 12.5Y3/11土
12 にぶい黄櫨色 (10YR6/31土
13 Iこぶし、貧櫨色 110YR6/41土

3T南壁土層断面

1 オリ ブ黒色 175Y3/2)土
2 オリーフ黒色(10Y3/1)土
3 黒色 15Y2/1)土
4 黒色 125GY2/1)土
5 輯黒色 (10GY2/1)土
6 黒色(7.5Y2/1)土

7 灰色(7.5Y4!1)土
8 オリーフ黒色(10Y3/1)土
9 黒色(10Y2/1)士

10 オリ ゴ黒色 17.5Y3/1)土
11 オリーブ黒色 17.5Y3/1)土
12 黒色(lOY2/1)土
13 泉色(10Y2/1)土
'4 オ'J ブ黒色(10Y3/1)土
15 オリーブ黒色 110Y3/1)土
16 黒色(10Y2/11土
17 オリーブ黒色 15Y3/11土
18 明糞褐色 (10YR6/6)土

5T酉壁土層断函

1 オリ ブ黒色(7.5Y3/21土
2 オリープ黒色(10Y3/1)土
3 黒色 (10Y2/1)土
4 オリーブ黒色(10Y3/1)土
5 オリ ブ黒色(10Y3/1)主
6 黒色(10Y2/1)土
7 黒色 110Y2/1)土
8 オリーブ黒色 15Y3/1)土
9 明黄褐色 (10YR6/61土
10 黒色(7.5Y2/1)土
11 黒褐色(2.5Y3/1)土
12 黒褐色(2.5Y3/1)土
13 にぷい貫笹色(10YR6/31土
14 に右、い黄樫色(10YR6/41土

1 -a層。表土層で層中に小醒(粒桂2"大)をわずかに含む。
1 -b居。亜称パン。かなり唖化した屠で層中に酸化した鉄成分と思われる赤査層が層中に斑状に含まれる。

VJ-a層。層中に権色 (7.5YR6/6 粒笹2mrr大)パミスを含む締まった層。
vn居。層中にテフラ パミスなどは毘当たらない締まった層。
vn層。通称 池田降下軽石層。黄檀色(10YR8/61テフラは膚を成す程ではなく、層中にわずかに見られる。
lX層。通称 アカホヤ屠。かなり硬化した層で、層の下世には黄櫨色(10YR7/81テフラが腐を成す。
X-a居。テフラ・パミスはほとんど見当たらない。層に，量り気を含み彊〈締まる。
X-b層。層中に層全体に浮遊するように明貧褐色 Cl0YR6/8 粒桂1-2 mm大)パミスを含むかなり桓く締まった層。
X-，層。層の棒子{ま8層に似るが、層色はより明るく、テフラの含有が増え、パミスの径もひとまわり大きいかなり唖く輔まった居。
X-d層。層色Iま9層より明るく、テフラの含有は減る。パミスの置は9層より大きいかなり硬く輔まった属。
X-e層。層色は10層より明るく、テフラの含有 大きさは 10層に似る。履が全体的に理り、かなり置く輔まった層。
XI層。通称 サツマ火山灰層。かなり硬く締まる層。ブロック状形成は昆られない。

I-a層。表土層。哩く締まり、層中に白色軽石 (5Y8/1 粒径2-5mrr大)を含む。
[-b層。通称パン。表土層よりも硬く締まる層。層中に 1層に含まれる軽宥が含まれる。

V層。テフラ・パミスの見当たらない締まった属。

VJ-a層。層中に黄櫨色 (10YR7/8)パミスを含む締まった層。
VJ-b居。層の様子は4膳に似るが、層中に貧瞳色 110YR7/8)パミスを多含し、より締まった層。
羽層。テフラーパミスはほとんど見られない締まった層。

四層。通称 池田降下軽石層。黄櫨色 (10Y問/61テフラは層を成す程ではなく、層中にわずかに見られる。
区居。通称 アカホヤ層。かなり硬化した層で、層の下位には貴樫色 (10YR7/8)テフラが層を成す。
X-a層。テフラーパミスは毘られないやや粘性をもっ締まった層。
X-b+X-c層。眉中に明賞褐色 (10YR6/8 粒桂 1，...， 2 mm大)テフラが含まれる硬く締まった層。
X-d層。層の様子は10層に似るが、テフラが多含し、より輔君主った層。
X-.属。層色は班くなり、テフラの含有も減る。
XI属。通称 サツマ火山庇層。かなり硬く締まる層。ブロック状形成は見られない。

1 -a層。表土層。硬く締まり、局中に白色軽石 (5Y8/1 粒在2......5 ffilll大)を含む。
1 -b層。通称 パン。表土層よりも硬く締まる層。層中に1層に含まれる軽石が含まれる。

旧表土層。

旧表土層。

旧表土層。

撹乱層。層中iニN'V層が)11じる層。
砂置土が混じる、硬く締まった居。

旧表土層。キメの細かい締まった層ロ

E層。眉中にテフラ田パミスはほとんど毘られない締まった層o

m-a層。眉中に微細な淡黄色粒子 (5Y8/3 粒桂 1，...， 2 mrr大)を多含する締まった層。
m-b層。層の樟字は 10層に似るが、より締まる層。
N層。居中にテフラ パミスはほとんど毘られず、層にわずかに光沢が見られる。

V層。 12層と層の様子lま似るが、光沢は比較的少ない。
羽 a層。層中に疎らに檀色(7.5YR6/6 直在1，...， 2 mm程度)パミスを含む締まった層。
VJ-b層。 14層に似るがパミスがより多含な層。
沼層困層<joにテフラ・パミスを含まない締まった層。

咽属。通称 池田降下軽石層。黄樟色 (10YR8/6)テフラは層を成す程ではなく、居中にわずかに見られる。
区層。通称 アカホヤ層。かなり硬化した層で、層の下位には黄櫨色(10YR7/8)テフラが層を成す。

[-a層。表土層。硬く捕まり、層中に白色軽石 (5Y8/1 粒径2-5聞大)を含む。
[-b層。>1称 パン。圭二仁層よりも硬く締まる層。居中に 1眉に含まれる軽石が含まれるB

V層。層中にテフラ田パミスはほとんど見られず、層に光沢がわずかに見られる。

VJ-a層。層中に蹄らに檀色 (75YR6/6 直桂1-2mm程度)パミスを含む締まった層。
VJ-b層。 4層に似るがパミスがより多含な層。
vn-a層。層中にテフラ パミスを含まない締まった層。層に比較的光沢が見られる。
羽 b層。層の様子は6層とほぼ同様だが、層がより締まる。

vn層ロ通称 池田降下軽右肩。費樟色 110YR8/61テフラは層を成す程ではなく、層中にわずかに見られる。
lX層。通称 アカホヤ層。かなり硬化した層で、層の下位には黄櫨包 (10YR7/81テフラが眉を成す。
X-a層。テフラ パミスは見られないやや粘性をもっ締まった層。
X-，層。層中!こ層全体に浮遊するように明貧褐色(lOYR6/8 粒笹3-4川大)パミスを含む。層色はより明るく、テフラの含有が密で、硬〈輔まった層。
X-d屠。層色は11層より明るく、テフラの含有は減る。パミスの在は 11層より大きいかなり唖〈締まった属。
X-e層。層色!ま 12層より明るく、テフラの吉有 E大きさは 12層に似る。層が全体的に盟り、かなり置く輔まった屠。

XI層。通称 サツマ火山灰層。かなり硬く捕まる属。ブロック状形成I立見られない。

井手上B遺跡は、弥生時代・古墳時代の遺物包含層であるill-a層がほとんど残存していなかった。

lTがV層まで完全に削平を受けており、日層も大きく削平を受けていた。 2Tは町層まで完全に削

平を受けており、 V層も大きく削平を受けていた。 3Tは比較的土層の残存状況がよく、 E層上面で

一部削平が見受けられる程度であったが遺物は確認出来なかった。 4Tも比較的土層の残存状況がよ

く、 3T同様E層上面で一部削平が見受けられる程度であった。 5TがN層まで完全に削平を受けて

おり、 V層も大きく削平を受けていた。

上ノ段E遺跡は、掘削範囲が狭小なため、調査は lTのみであった。比較的層の残存状況がよく、

E層まで完全に削平を受けていたが、 E層上面で一部削平が見受けられる程度であった。

第3節確認調査の結果

調査の結果、事業対象区域内に遺跡は存在しないことが判明した。
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第7図上ノ段E遺跡確認調査 トレンチ位置図
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件76.0伽

H=75.0伽

H=74.00m 

H=73.0Om 

(1 :40) 
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1 オリーブ黒色 (7.5Y3/21土 1-.層.表土眉.置く輔まり、眉中に白色軽石 (5Y8ハ馳緩 12 黒色(7.5Y2/1)土 X-a居。テフラ・パミス!ま見られないやや粘性をもっ輔まった層。
2.... 5mm大)を含む。 13 黒褐色 (2.5Y3/1)土 X-b層。層中に眉全体に浮遊するように明黄褐色 (10YR6/8 徹怪1.....2mm

2 オリーブ黒色 (10Y3f1)土 I-b層.旧耕作土o I-a層よりも白色軽宥 (5Y8/1 粒笹2 大)と白色パミスを含む、かなり硬く締まった眉.
-5酬大)を多含する輔まった層。 14 黒褐色 (2.5Y3/1)土 X-o層。圏中に層全体に浮遊するように明黄禍色 (10YR6/8 粒笹3.....4m!l 

3 オリーブ黒色 (10Y3f1)土 1 -0層。田耕作土o I-b層より白色軽石 (5Y8/1 粒種2- 大)パミスを含む，層色はより明るく、子フラの含有はやや疎らである.かなり

5mm;l;::)が比融的少ない摘まった圃. 唖〈締まった眉.
4 オリ-7黒色 (7.5Y3/1)土 E屠困層中に微細な淡費色粒子 (5Y8/3 粒怪1......2mm却をわ 15 にぷい黄櫨色 (10YR6/31土 X-.層。眉色は14層より明る〈‘テフラの含有・大きさは14眉に似る.眉が

ずかに含む輔まった闇. 全体的に揖り‘かなり硬く締まった層.

5 黒色 (10Y2/1)土 W屠困層中にテフラ・パミスはほとんど見られず、眉にわずかに 16 に，S~い貨櫨色 (10YR6/41 土 XI屠.通称サツマ火山民層。かなり硬〈締まる居.ブロック状形成は且られ
光択が見られる. ない。

6 暴色 (10Y2f1)土 V層.圏中にテフラ田パミスはほとんど見られず、圃に光沢がわ 17 暗赤灰色 (5R4/1)土 xn層.強い粘性をもち、ねっとりとした締まった眉固
ずかに毘られる. 18 赤灰色何回/11土 xm層。 17眉よりもかなり強い粘性があり、屠も唖〈締まる。

7 オリーブ黒色 (10Y3/1)土 羽-.屠.居中に疎らに檀色 (7.5YR6/6 直笹1-2胴程度)パ 19 赤灰色 (5R5/11土 XN層。屠に黒い斑上回シミが見られる硬く締まった用。
ミスを含む輯まった層E 20 萌黄褐色 (1σYR6/6)土 XV圃。層に調りは見られず、粘性も強〈なる軸まった眉.

8 オリーブ黒色 (10Y3f1)土 羽ーb眉.7層に似るがパミスがより多含で、よく輔まった層. 21 黄檀色 (10YR8/61土 XVI園。シラス由2次堆積層と思われ、硬〈輔まり、粘性もな〈サラサラとした層。
9 黒色 (10Y2f1)土 官E層.テフラ パミスはほとんど毘られず、光沢のある輔まった

居。

10 オリ フ黒色 (5Y3/1)土 竃屠園通称池困陣下軽石園。黄櫨色 (10YR8/6)テフラIま層を
成す程ではな〈、屠中にわずかに見られる.

11 明貧褐色 (10YR6/6)土 IX-.層。通称アカホヤ居。かなり硬化した層で、層の下位に
Iま賛纏色 (10YR7/81テフラが眉を属す。

第8図上ノ段E遺跡確認調査 1 T 土層断面図
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第V章下段遺跡の調査

第1節確認調査の概要

下段遺跡は菱田川東岸の標高43mの第2段正面上にあり、比較的第3段丘面の崖裾に近い所に立

地した遺跡であるO

確認調査は、事業対象区域内に存在する遺跡範囲内の任意の地点に4ヶ所のトレンチを設定、 1T

が2.8mx 3.3 m (9.24ぱ)、 2Tが3.2m X 6.l m (19.52ぱ)、 3Tが2.4m X 2.7 m (6.48ぱ)、 4Tが3.4

m x4.4 m (14.96ぱ)の調査を行った。
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]-a層。表土層。唖く締まり、層中に白色軽石 (5YB!1 粒桂2.....5mm大)を含む。
]-c居。旧耕作土。 ]-b層より白色軽石 (5Y8/1 粒在2~ 5mm大)が比較的少ない輔まった層。
]-d居。旧耕作土。層の様手は3屠に似るが白色軽石 (5Y8/1 粒在2，...5 rnrr大)の含有が減り、より唖〈締まった層ロ
E層。層中にテフラ・パミスはほとんど見られない締まった層。
ill-a層。層中に微細な淡黄色粒子 (5Y8/3 粒桂 1......2m聞大)を含有する締まった層。
土坑5埋土。ホクホクとした理ざりのない層。
土坑5;里土。層中にわずかにill-a層に含まれる微細なパミスが含まれるサラサラした層。
土坑5埋土。よ〈締まった理ざりのない層。
土坑2)里二L 層中の所々にアカホヤの塊が点在するホクホクした層。
土坑1埋土。若干粘性の感じられる締まった層。
土坑1埋土。比較的サラサラとした締まった層。
土坑1埋土。層中にわずかにill-a局に含まれる微細なパミスが含まれるサラサラした層。

0(1  :40)1m 

第9図 下段遺跡確認調査 1 T 遺物出土状況図及びllI-b層上面遺構検出状況図
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第2節確認、調査の成果

lTは、 E層が一部削平を受けていたが、比較的土層の残存状況は良好で、あった。 II層より弥生中

期土器2点、成川式土器1点の計3点、 ill-a層より成川式土器2点、弥生中期土器1点、計3点が

確認された。またill-b層上面で遺構が確認され、土坑3基(士坑1・2・5)を検出した。(第9図)

なお、土坑2埋士に弥生中期土器2点 (8・9) と軽石製品 l点(6 )計3点が確認された。従って

土坑2は弥生時代中期以降の土坑の可能性があり、切り合いの関係にある土坑5も同様に弥生時代中

期以降の土坑であることが推測される。また土坑1に関しては、士坑5と切り合いの関係にあるが時

代を特定できる遺物等確認できず、土層断面に見られる土坑の立ち上がりをみても、表土層による削

平を受けており、士坑5よりも新しい時期の遺構であることは言及できるO また、いずれの遺構も調

撹乱

H=43.00m 

H=42.00m 

~MN 
⑮ 

層番号は第 13図に準じる

7 • 5 

4‘ 

第 10図下段遺跡確認調査 2T 遺物出土状況図及び土層断面図
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MN~ -
H=4旧5臼田

H=43.00， 

⑥⑧  

1(1  :40) 1m 

①オリ ゴ泉色 17.5Y3/2)土
② オリーゴ黒色 110Y3/1I土
③オリ ゴ黒色 11OY3/1)土
④オリーブ黒色 11OY3/1I土
⑤黒色 17.5Y2/1I土
⑥黒色 110Y2/1I土
⑦ 黒色 110Y2/1)土
⑧ オりーブ黒色 17.5Y3/1)土
⑨黒色(10Y2/1)土

1 -.層。表土層。硬く締まり、層中に白色軽石 15Y8/1 粒種2'"5 mm大)を含む。
旧表土層つ唖化した層は見られず 層中に迂層に見られる軽石が多合する層。
1 -，層。旧総作土。②屠より自邑軽石 15Y8/1 粒径2....， 5 mm大)が比較的少ない締まった層。
1 -d層。旧緋作土。眉の様子は③に似るが白色軽石 15Y8/1 粒径2-... 5 mm大)の含有があり、より硬く締まった層。
土坑6纏士。層中にわずかにill-a層に含まれる微細なパミスが含まれるサラサラした層。
土坑6埋士。屠の様子はIo:層に似るがよく締まった層e
土坑3哩土ロホクホクとした謹ざりのない居。
土坑3埋土。層中にわずかに頂← a層に含まれる微細なパミスが倉まれるサラサラした層。
土坑7埋土。⑦層に似るが、よりホクホクとした麗ざりのない層。

第 11図 下段遺跡確認調査 4T 遺物出土状況図及び皿-b層上面遺構検出状況図

査区外に遺構プランが延びており、土坑の性質・用途については不明であるが、土坑5については遺

構プランも比較的大きく、竪穴住居の可能性も否めない。

2Tは、ill-a層まで削平を受けており、わずかに残存したill-a層より成川式土器1点、磨石(7)

l点、計2点が確認されたが、遺物数も少なく流れ込みと思われる O また、遺構は確認できなかった。

3Tは、 E層が一部削平を受け、比較的土層の残存状況は良好であったが、遺物・遺構は確認され

なかった。

4Tは、 E層が一部削平を受け、比較的士層の残存状況は良好であった。包含層からの遺物出土は

認められなかったが、 ill-b層上面で遺構が確認され、土坑4基(土坑3・4・6・7)を検出した。

(第 11図)なお、土坑6埋士に弥生中期土器5点(同一個体と思われる)が確認された。従って土坑

6は弥生時代中期以降の土坑の可能性があり、切り合いの関係にある土坑3も同様に弥生時代中期以

降の土坑であることが推測される。また土坑7に関しては、土坑3と切り合いの関係にあるが時代を

特定できる遺物等確認できず、土層断面に見られる土坑の立ち上がりをみても、表土層による削平を

受けており、士坑3よりも新しい時期の遺構であることは言及できる O また、土坑4に関しては埋土

中に遺物が確認できず、他の遺構との切り合いが見られないため、使用時期の特定は困難である O い

ずれの遺構も調査区外に遺構プランが延び、土坑の性質・用途については不明である O
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下段遺跡第 12図



2T西壁

1 オリ ブ黒色17.5Y3/21土 1 -a層。表土層。唖〈輔まり、層中に白色軽石15YB/l 粒桂
2~ 5mrr大)を含む。

2 オリ ブ墨色(10Y3/1)主 1 -b層。通称パン。表土層よりも亜〈締まる層。屠中に1層
に含まれる軽石が含まれる。

3 オリ ブ呆色110Y3/1)土 I-c層ロ旧耕作土。 1-b層より白色軽石15Y8/1 粒径2-
5"大)が比較的少ない締まった層。

4 オリ ブ黒色110Y3/1)土 I-d 層。層の様子は3層に似るが白色軽石15YB/l 粒控2-
5"大)の含有が減り、より亜〈締まった層。

5 オ') ゴ黒色().5Y3/1)土 s]-b層。層中に微細な淡黄色粒子15YB/3 粒径 1~2mrn大)
を含む硬く締まる層。

6 黒色110Y2/O土 W層。層中にテフラパミスは!まとんど見られず、層にわずかに
光況が見られる。

7 黒色110Y2/O土 V層ロ層中にテフラパミスはほとんE見られず層に光沢がわ
ずかに毘られる。

8 オリーブ黒色110Y3/O土 VI-a属。屠中に疎らに櫨色()5YR6/6 直径 1-2mm程度)パ
ミスを含む輔まった層。

H=43.00m 

H=42.00m 

9 オリ ゴ黒色i10Y3/1)土 VI-b層。 8層に似るがパミスがより多含で、よく締まった層。
10 オリーブ墨色15Y3/O土 曜層。通称池田陣下軽石層。黄権色110YRB/61テフラは屠を成す程ではなく‘

屠中に浮遊するように見られる。
11 明貫褐色110YR6/61土 Jl{-a層。通称 アカホヤ層。かなり硬化した層で、層白下位には黄暗色(10Y

R7/BIテフラが層を成す。
12 黒色(7.5Y2!1)土 X-a層。テフラ・パミスは阜られないやや粒牲をもっ締まった層。
13 黒褐色12.5Y3/1)土 X-c層。層中に層全体に浮遊するように明黄褐色(10YR6/B 粒桂3-4mrr大)

パミスを含む。層色はより明るく、テフラ由含有はやや酷らである。かなり硬く
締まった層。

14 黒褐色12.5判/1)土 X-d層。層色は13層より明るく、テフラの含有はより蹄ら。，<ミスの桂は 13
層より大きいかなり磁〈締まった層。

15 にぷい黄権色11OYR6/31土 X-e層。層色は14層より明るく、テフラの含有大きさは 14層に似る。層が
全体的に濁り、かなり硬〈締まった層。

16 にぶい黄纏色(10YR6/41土 XI層。通称 サツマ火山匝層ロかなり硬く締まる層。ブロック状形成は見られ
怠い。
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9 明黄椙色 110YR6/61土 区 a層。通称アカホヤ雇。かなり硬化した層で、層の下位には賞権色 (10Y
R7/BIテフラが層を成す。

10 黒色(7町2/1)土 X-a層。テフラ・パミスは見られないやや粘性をもっ締まった層。
11 黒褐色 125Y3/1)土 X-b層。層中1=圏全体に浮遊するように明黄褐色 110YR6/B 粒笹1~2mw大)

と白色パミスを含む、かなり硬く締まった層。
12 黒褐色 125Y3/1)土 X-c層。屠中1=層全体に浮遊するように明貧褐色 (10YR6/B 粒桂3~ 4mm大)

パミスを含む。層色はより明る〈、テフラの含有はやや醜らである。かなり唖く

捕まった層o
13 黒掲色 (2.5Y3/1)止 X-d 層。層色は 12層より明るく、テフラの含有はより疎ら。パミスの在は 12

層より大きいかなり硬く締まった層。
14 にぷい黄檀色 (10YR6/3)土 X-e層。層色は13層より明るく、テフラの含有 大きさは 13層に似る。層が

全体的に謂り、かなり唖〈締まった層。
15 にぶい黄檀色(10YR6/4)士 XI層。通称 サツマ火山庇層。かなり硬く締まる層。ブロック状形成は見られ

ない。

第 13図下段遺跡確認調査 2・3T 土層断面図
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(3・5圃 6)

III-a層出土遺物

第3節確認調査の結果

確認調査の結果、調査対象区域の南側(1・ 4T付近)に、弥生時代中期・古墳時代の遺物包含層

が確認され、土坑もill-b層上面において7基確認された。この土坑の中には竪穴住居の可能性があ

り、比較的規模の大きい遺構も確認された。このことから調査対象区域の南側に細く延びる舌状台地

の末端に遺構を伴う弥生時代中期・古墳時代の遺跡が存在している可能性があるO

出土遺物

土器

確認調査下段遺跡第 14図

3・4はlTill-a層で出土した弥生中期土器である o 3は壷の胴部である。器壁の内外面を工具

によりナデ磨いている。 4は器種が不明であるが、胴部と思われる O 極めて小片で、外面に三角突帯

が貼り付く o 5は2Till-a層で出土した成川式土器で鉢の胴部である o 8・9はlT士坑2埋士で

出土した弥生中期土器である o 8は査の口縁部である。二叉状口縁を呈し、外反する o 9は壷の胴部
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土坑内出土遺物確認調査

口
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下段遺跡第 15図



であるO 内面の調整は粗なナデである010は4T土坑3埋土で出土した壷の底部であるO 底面は平

底で、胴部外面をナデ磨いている O 比較的器壁は薄い。

第8表下段遺跡確認調査土器観察表

j主記
出土T 胎土 色 調 施文調整 法量 (cm)

挿図
番号 出土層 器;種 部位 分類 石 角 磯 上段外面 上段外面 備考

番号 番号 雲 赤 砂 口径 底径 器高
(遺構) 長 輝 下段内面 下段内面

第 14図 確 804
lT 

壷 胴部
弥生中期
010 010 O 

5YR5/4 にぶい赤褐色 板ナデ後ナデ磨き
3 m -a層 土器

3.4 
5YR5/4 にぷい赤褐色 横ナデ後ナデ磨き

第 14図 確 808
lT p I阿部

弥生中期
010 。 1OYR5/3 にぶい黄褐色 横ナデ

4 O 1.7 外面に煤付着
E層 土器 1OYR3/1 黒褐色 ナデ

第 14図 確 802
2T 

鉢 目岡部
成川式 。 。lOYR6/4 にぶい賞授色 板ナデ後ナデ消し 内面に黒斑5 m -a層 土器

4.1 
lOYR3/2 黒褐色 ナデ

第 15図 確 810
lT 

王室 口縁部
弥生中期

010 
5YR5/6 明赤褐色 横ナデ

8 
士坑2 土器

O O O 3.0 外面に煤付着
5YR5/'品 明赤褐色 横ナデ

第 15図 確鉛9
lT 

壷 1同部
弥生中期

O O O 
5YR5/6 明赤褐色 ナデ

9 
土坑2 土器

O 4.0 
2.5YR6/4 にぶい黄褐色 ナデ

4T 弥生中期
5YR6/6 経色 ナデ磨き・ナデ

第 15図 10 石在 816 壷 底部 O 。010 O 板ナデ後ナデナ 7.2 9.6 
土坑3 土器 1OYR7/4 にぶい黄澄色

デ

石器

6はlT土坑2埋士出土の軽石製品であるO 磨石的な使用によるものか、磨り痕が顕著である。 7

は2Till-a層出土の磨石で、扇平な形状である O

第9表下段遺跡確認調査石器計測表

備考

29 



第VI章和田上遺跡の調査

第1節確認調査の概要

和田上遺跡は菱田川東岸の標高40mの第2段丘面上にあり、段丘面のほぼ中央に近い舌状台地の

基部に立地した遺跡であるO

確認調査は、調査対象区域内に存在する遺跡範囲内の任意の地点に5ヶ所のトレンチを設定して

行った。 1Tが2.0mx 4.3 m (8.6 rrl)、2Tが2.0m x 4.0 m (8.0 rrl)、3Tが2.0m x 4.0 m (8.0 rrl)、

4Tが3.4m x 4.4 m (14.96ぱ)、 5Tが2.0m x 4.0 m (8.0ぱ)の調査を行った。

第2節確認調査の成果

1Tは、 VI層まで完全に削平を受け、四層も大きく削平を受けていた。遺物はX-a'b・C層よ

り破砕機20点が出土したが、遺構は確認、出来なかった。

2Tは、 N層まで完全に削平を受け、 V層も大きく削平を受けていた。遺物はX-b層より石坂式

土器の胴部 (32)1点、 X-e層より、詳細な分類は不明であるが縄文時代早期土器 (33) 1点が出

土した。またX-a'b'C ・d. e層より破砕喋44点を確認し、これらの破砕牒のうち 10点は磨

H=40.00m 

H=39.00m 

16 

(反
層番号は第20図に準じる
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第 16図 和田上遺跡確認調査 1 T 遺物出土状況図及び土居断面図
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石等の石器が破砕したと思われる、離の外面に丸みを帯び、磨痕を伴うものも見られた。また、サツ

マ火山灰層 (X1層)の直下及びxrr.xm層より、黒曜石製の剥片lO点(うち 6点を実測 26~ 

31)、細石刃8点 (18~ 25)、細石刃核3点 (13~ 15)、石核2点 (11・12)、作業面再生剥片 1点 (16)、

微細剥離痕剥片 L点 (17)が確認された。その他、破砕牒5点が出土した。遺構はそれぞれの検出面

で、は確認出来なかったが、 X-b層付近に破砕醸の出土が多く、その出土状況が散石状に分布してい

る事から、付近に集石遺構がある可能性も否定できない。

3Tは、 N層まで削平を受け、 V層、場所によってはVI-a層も大きく削平を受けていた。遺物は

X-c層より塞ノ神式土器の底部 (34)1点、破砕喋3点が確認され、 X-e層上面で多数の炭化物

が広範囲に出土した。(第 18図)遺構は確認出来なかった。

4TはVI-a層まで削平を受け、 VI-b層も一部削平が見られた。遺物・遺構は確認出来なかった。

5Tは、 VII層まで削平を受け、咽層も一部削平が見られた。遺物・遺構は確認出来なかった。

第3節確認調査の結果

調査の結果、調査対象区域の南側(1-3T付近)から、石坂式土器・様式不明の縄文早期土器を

含む縄文時代早期の遺物が確認されている O 特に 2T付近は遺物出土が比較的密であり、南側に細く
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確認調査和田上遺跡第 17図



延びる舌状台地の末端に縄文時代早期の遺跡が存在することが考えられる O

さらに2Tからは旧石器時代相当層 (XII. XIII層)から細石刃を含む黒曜石製の石器も確認され

ており、旧石器時代の包含層の広がりは不明で、はあるが、 2Tを含めたその周辺に旧石器時代の遺跡

が同様に存在していることが考えられる。

出土遺物

xn.x皿層出土石器
XII.XIII層より出土した石器群(11-31)は黒曜石製である O 石材の産地については不明であるが、
黒曜石内にわずかに泡沫が見られることから県内産の可能性が高い。石核2点、細石刃核3点、細石

刃8点、作業面再生剥片1点、微細剥離痕剥片1点、剥片11点が確認され、うち 21点を図化した。
なお、 XII. XIII層出土石器の詳細な観察については、鹿児島大学埋蔵文化財調査室 特任助教

寒川朋枝氏に依頼し、第四章で述べる O

H~42. OOm 

区函炭化物出土範囲

MN~ 
層番号は第 20図に準じる

ロ• • 
・

• ・
・
.，
 

• 
••• 
.. ・・
• • • • • • 

•. 
・
.. . • • • • •• • • 
・ -. 
ハ.

口
ロ

1(140)1「

第 18図和田上遺跡確認調査 3T 遺物出土状況図及び土層断面図
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1T南壁

1 オリ ブ黒色(7.5Y3/2)土
2 オ'J ブ黒色 {10Y3/1l土

3 黒色 (10Y2/1J土
4 オ'Jープ黒色 (5Y3!1)土

5 明黄褐色 (10YR6!6)士

6 灰貴褐色 (10YR5/2)土

7 黒色 (7.5Y2/1)土
8 黒褐色 (2.5Y3jl)土

1 -"層。表土層。硬〈締まり 層中に白色較石 (5Y8/1 粒径2-5回目大)を含む。
1 -b層園通称ハン。表土層よりも硬く締まる層。層中に 1層に含まれる軽石
が含まれる。
咽層。層中に子フラ パミスを含まない締まった層。層に比較的光沢が見られる。
四層。通称 池回降下軽石屠。黄櫨色 (10YR8/6)テフラは層を成す程ではなく、
層中にわずかに見られる。
!l{-"層園通称 アカホヤ層固かなり硬化した層で、屠の下位!こは賞糧色 (10Y
R7j8)テフラが屠を成す。
区 b層。幸犀火砕流層と思われる。層中に黄櫨色 (7.5YR7j8)軽右をわずかに
含む締まった層。
X-"層。テフラーパミスは見られないやや粘性をもっ締まった層。
X-，層。層中に層全体に浮遊するように明黄褐色 (10YR6/8 粒径 3~4mIT大)
ハミスを含む。層色はより明るく テフラの含有はやや疎らである。かなり硬く締まった層。

9 黒褐色(2日3/1)エ

10 にぷい黄櫨色 (10YR6!3)土

11 にぷい貫槽色(10Y問/4)士

12 にゐ、い褐色(7.5YR6/3)土
13 にぶい種色(7.5YR6/4)土
14 明貧褐色 (10YR6!6)ヰ
15 笹色 (7，5YR6/6)土
16 糧色(7，5YR6/8)士

2T西壁

H=40.00m 

H=39.00m 

X-d層。屠色lま8層より明るく、テフラの含有はより疎ら a パミスの径は8
稽より大きいかなり硬〈締まった層D
X-.層。層色は9屠より明るく、テフラの含有 大きさは9層に似る。層が
全体的に濁り、かなり硬く締まった層。
XI層。通称サツマ火山灰層。かなり硬く締まる層。ブロック状形成は見ら
れない。
X[属。層に濁りが見られ粘性がある層。
xm層。層にかなり粘性をもち、層"に小礁(直径 10mm大)が若干見られる。
XN層。 13層に比べて比較的粘性が弱〈、小礎(直径 10，大)を多く含む。
xv層。粘性jま比較的弱いが若干の粘りがある。層色も淡くなりJJ、機も多台。
X¥π層。シラスの2次堆積層c思われ、硬く締まり、粘性のないサラサラした層。

1 オリーフ泉色(7，5Y3/2)土 1-"腰。表土層。硬〈締まり、層中に白色軽石 (5Y8/1 粒径2-5mrr大)を
含む。

2 オリ フ黒色 (10Y3/1)士 I-b層。通称パン。表土層よりも硬く締まる層。居中に1層に含まれる軽石
が含まれる。

3 黒色(1OY2ノIl士 V層。層中にテフラ パミスはほとんど見られず 屠lご光沢がわずかに貝られる。
4 オリ ブ黒色 (10Y3/1)土 羽 a層。層中に疎らに権色(7.5YR6!6 直径1-2旧日曜度)パミスを含む締ま

った層。
5 オリ ブ黒色 (10Y3/1)土 羽 b層， 4層に似るがパミスがより多含で締まった層B
6 黒色 (10V2/1)土 租層。テフラパミスはほとんど見られず、光沢のある締まった居。
7 オリ ブ黒色 (5Y3/1)土 咽層。通称泡図降下軽石層。黄鐙色 (10YR8!6)テヌラlま層を成す程ではなく、

層中にわずかに見られる。
8 明賛褐色 (10YR6j6)土 茂 a層。通称アカホヤ層。かなり硬化した層で、層の下位には貧檀色 (10Y

R7j8)テフラが層を成す。
9 灰貴褐色(lOYR5/2)土 ]J{-b層。幸屋火砕流層と恩われる。層"に黄櫨色(7， 5YR7jB)軽石をわずかに

含む締まった層a

10 黒色(7町2/1)之
11 黒褐色 (2.5Y3/1)ヰ

12 黒褐色 (2.5Y3/1)土

13 にぶい賞鐙色 (10YR6j3)土

14 灰褐色(7.5YR6!2)土

15 Iこぶし、褐色 (7.5YR6/3)土
16 にぶい檀色(7.5YR6!3)土
17 明賛褐色 (10YR6/6)土
18 趨色 (7.5YR6/6)牛
19 檀色 (7.5YR6/8)土

3T東壁

H=41. OOm 

H=40.00m 

x-.層。テフラ パミスは貝られないやや粘性をもっ締まった層。
x-，層。層中に層全体に浮遊するように明黄褐色 (10YR6/8 粒径3-4酬
末)パミスを含む。層慢はより明る〈、子二ヌラの含有はやや疎らである巴かな
り硬〈締まった層。
X-d層。屠色lま11層より明るく、テフラの含有はより疎ら。パミスの径は
11層より大きいかなり硬く締まった層。
X-.居。層色は12暦より明る〈、テフラの含有大きさは12屠に似る。暦
が全体的に濁り、かなり硬く締まった層。
XI層。通称サツマ火山灰層。完全に硬化面は見られず、所々にブロック状
に塊が見られるe
X[層。層に濁りが見られ、粘性がある層。
xm層。層にかなり粘性をもち、用中に小磯〔直径 10mm大)が若干見られる。
XN層。 16層に比へて比較的粘性が弱く、小機(種径 10州大)を多く含む。
XV層。粘性lま比較的弱いが、若干の粘りがある。層色も淡くなり、小磯も多含.
XVI層。シラスの2次堆積層と思われ、硬〈締まり粘性のないサラサラした層。

1 オリーフ黒色 (7.5Y3/2)土 1-.層。表土層。硬〈締まり、層中に白色軽石 (5Y8/1 粒径2-5m聞大)を
含む。

2 オリ ブ黒色(10Y3/1)士 1 -b層。通称パン。表土層よりも硬く締まる層。層中に1層に含まれる軽宥
が含まれるB

3 黒色 (10Y2/1)士 V層B 属中にテフラ パミスはほとんど見られず、層に光沢がわずかに見られる B
4 オリ ブ黒色 (10Y3/1)土 VI-"層。層中に疎らに趨色(7.5YR6/6 直径1-2mrr程度)パミスを含む締ま

った層。
5 オり ブ黒色 (10Y3/1)土 VI-b層。 4層に似るがパミスがより多含で締まった層。
6 黒色(lOY2/1)士 咽層固テフラパミスはほとんど見られず、光沢のある締まった層。
7 オリ ブ黒色 (5Y3/1)ヰ 四層。還称池困降下軽石層。貫積色 (10YR8j6)子フラは層を成す程ではなく

層中{こわずかに見られる。

H=42.00m 
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第 10表和田上遺跡確認調査 xn.xm層出土石器計測表
挿図

番号
注記

出土T
出土層

器種 石質
法量(cm'g) 

備 者、，
番号 番号 (遺構) 最大長 最火幅 最大厚 重量

第22図 11 確 661 2T Xill層 石核 黒曜石 1.17 1.72 0.81 1.367 

第22図 12 確 665 2T XII層 石核 黒曜石 1.65 0.90 0.90 1.350 

第22図 13 確 659 2T XII層 細石刃核 J里曜石 1.40 0.83 1.60 1.621 

第22図 14 確 679 2T XII層 細石刃核 黒曜石 1.23 1.35 0.70 0.984 

第22図 15 確 680 2T Xill層 細石刃核 黒曜石 1.35 1.45 1.12 1.731 

第22図 16 確 656 2T XII層 作業面再生剥円 黒曜石 1.42 1.09 0.63 0.580 

第22図 17 市在 675 2T Xill層 徴細剥離痕剥片 黒曜石 1.76 1.32 0.42 0.780 
第22図 18 確 654 2T Xill層 細石刃 黒曜石 0.79 0.48 0.21 0.075 

第22図 19 礁 655-1 2T XII層 *m石刃 黒曜石 0.83 0.55 015 0.048 

第22図 20 確 655-3 2T XII層 細J白刃 黒曜Zゴ 0.90 0.53 0.19 0.073 

第22図 21 記1主 655-4 2T XII層 細石刃 黒曜石 0.78 0.64 0.20 0.088 

第22凶 22 石在 658 2T XII層 細石刃 黒曜石 0.74 0.56 0.21 0.058 

第22図 23 確 6同3 2T XII層 細石刃 黒曜石 1.07 0.68 0.20 0100 

第23図 24 確 672 2T X 1層直下 細石刃 黒曜石 1.01 0.59 0.19 0.082 

第23図 25 確 676 2T XII層 細石刃 黒曜石 1.01 0.75 0.22 0.099 

第23図 26 降 669 2T Xill層 剥片 黒曜石 2.35 2.7l 0.62 2.352 
第23図 27 確 655-2 2T XIII醤 剥片 県曜記 0.83 0.77 0.55 0.157 
第23凶 28 確 670 2T XII層 剥片 黒曜石 1.10 1.8日 0.50 0.6α) 

第23図 29 確 666 2T XII層 剥片 黒曜石 1.50 1.80 。70 1.710 

第23図 30 確 671 2T XII層 剥)十 黒曜石 1.40 1.30 0.50 0.480 

第23図 31 確 677 2T Xill層 剥片 黒曜石 1.40 1.8う 1.0 1.510 
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7 黒色(7.5Y2/1)土 X-. 屠。テフラ パミスは見られないやや粘性をもっ締まった層。
8 黒褐色 (2.5Y3/1)土 X-o層。層申に眉全体iご浮遊するように明貧褐色 {10YR6/B粒径 3~4mm大)

パミスを含む。層色はより明るく、テフラの含有はやや疎らである巴かなり硬
く絡まった層。

9 黒褐色 (2.5Y3/1)土 X-d層。層色は8層より明るく 子フラの含有はより疎ら。パミスの径は8
層より大きいかなり硬く締まった層。

10にぶL、貧纏色 (10YR6/3j土 X-o層。層色ば9層より明る〈 テフラの含有大きさほ9屠!ご似る。層の
濁りがひどく、かなり硬く締まった層。

11 に品、い賞績色 (10YR6j4)主 XI屠。遜称 サツマ火山灰層。かなり硬く締まる層。ブロック状形成は見ら
れない。

5T西壁

H=43. OO[ 

H=42.00m 

1 オりープ黒色(7.5Y3/2)土 1-.層。表土居固硬く締まり、層中に白色軽右(5Y8/1 粒径2-5mm大)を含むB
2 オ'J ブ泉色 (10Y3/1)土 1 -b層。通称 パJ。表土層よりも硬く締まる属。層中に1層に含まれる軽

石が含まれる。
3 オりーブ黒色 {5Y3/1l士 四層。通称，也図降下軽石層e 実笹色 (10YR8/6)テフラは層を成す程ではなく

層中にわずかに見られる。
4 明貧褐色(lOYR6/6j土 IJ{-.層。通称 アカホヤ居。かなり硬化した贋で、層の下位には貧鐙色(10YRγ8)

子フラが層を成す。
5 灰責褐色 (10YR5/2)土 lX-b層。牽屋火砕流層と思われる。屠中に黄笹色(7.5YR7j8j軽石をわずか

に含む締まった層。
6樟色(7.5YR6/8)土 区 c層。樟色軽石(粒径5-10mm大)が厚〈層をなす

7 黒色(7.5Y2/1)土 X-.層。子フラ ハミスは見られないやや粘性をもっ絡まった層。
8 黒褐色 (2，5Y3/1)土 X-b層。層中に層全体に浮遊するように明貧褐色(lOYR6/8粒径1-2mm大)

と白色ハミスを含む、かなり碩〈締まった層。
Q 黒縄色 (2.5Y3/1)主 X-o層。層中に層全体に浮遊するように明美褐色 (10YR6/8粒径3-4mrr大)

パミスを含むロ層色はかなり明るく、子フラの含有はやや疎らである。かなり
硬く締まった層固

10 にぶい黄檀色(lOYR6/3)土 X-.層。層色は9屠より明るく テフラの含有 大きさは9層に似る。層が
全体的に濁り かなり硬〈締まった層。

11 にぶい賞糧色 (10YR6j4)土 XI層。遠称 サツマ火山灰層。かなり硬く締まる層。ブロック状形成は見ら
れない。

LJ穴LJm
第21図和田上遺跡確認調査 4・5T 土層断面図
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35 C 36 。
(1: 1) 3cm 。 (1 :3) 10cm 

第 25図和田上遺跡確認調査 X-b'e層出土土器

X-b"c"e層出土土器

縄文時代早期層であるX-a-e層より土器が4点出土した。うち 3点を図化した。 32・33は胴

部が残存する o 32は、外面上位に貝殻刺突丈、外面下位に綾杉状貝殻条痕丈が施丈され、石坂式土

器と思われる o 33は小片であり、施文は見当らない。内面をナデ磨いている O 外面に頚部と思われ

る屈曲部が確認できるO 様式は不明で、ある o 34は底部が残存する。施文は見当らず、接合面が脆かっ

たためか底面が丸ごと抜け落ちている。塞ノ神式土器の可能性がある。

第11表和田上遺跡確認調査 X-b・c" e層出土土器観察表
出土T 胎土 色 調 施文調整 法量(Cm)

挿図 注記

番号
番号
番号

出土層 器種 部{立 分類 石 角 ヒ段外面 上段外面 備考

(遺構)
長
雲
輝
軍需 赤 布告 下段内而 下段内而 円径 !氏径 器高

施文貝殻刺突文

7.5YR6/6 機色
綾杉状貝殻

2T 条痕文
第24図 32 確 606

X ← b層
話ミ鉢 胴部 石坂式土器 。。 O 。

調整無
5.35 

7.5YR6/6 澄色
施文無

調整ナデ

2.5YR6/4 
tこ」ミしミ 施丈無

第24図 33 る1主 601
2T 
深鉢? 目阿部

縄文早期
O O 。 黄色 調整ナデ

3.1 
X .e層 土器

2.5YR6/4 
』こJ.;，ミ 施文無

黄色 調整ナデ磨き

5YR6/6 1登色
施文無

第24図 34 確 649
3T 

深鉢 底部
縄文早期
O O O 。 調整ナデ

9.2 6.0 
塞ノ神式の底部

X. c層 土器
7.5YR6/6 糧色

施文無 の可能性あり

調整ナデ

X-b"e層出土石器

35は黒曜石製の剥片である O サツマ火山灰層(x1層)の直上で出土した。小片であり、石材はXII' 

xm層で出土した石器群に類似する o 36は磨石と思われる O 拳大で、表面・底面に磨痕が見られる O

第 12表和田上遺跡確認調査 X-b " e層出土石器計測表
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第四章 和田上遺跡出土の旧石器時代遺物について

寒川朋枝(鹿児島大学埋蔵文化財調査窒特任助教)

石材は、黒曜石A(不純物を多く含みガラス質が強い。基質はアメ色を呈するが、まれに灰色など
を呈するものや縞状の流理が認められるものもある O 三船産に類似する)を主体とし、黒曜石B (ア

メ色で不純物が少なく、ガラス質が強い。桑ノ木津留系に類似する)も少数みられるO

細石刃とその使用痕

細石刃は、頭部~中間部が4点、中間部が4点みられるO 打面は4点とも平坦で、ある。 7点は黒曜

石Aで、 23のl点のみが黒曜石Bである。

24は微小剥離痕と線状痕が認められる。線状痕は刃部に平行する方向のものが、腹面上部バルブ

付近に特に密集してみられる(写真 1-24e"a)o 24bの画像では、線状痕の密集部との境界が確認で

きるO 腹面下部にも線状痕は認められるが(写真 1-24c)、バルブ付近に比べて密集度は低い。ま

た、背面側には微小剥離痕はみられるが、線状痕はまばらに確認されるのみである(写真 1-24f) 0 

左側縁上半部は欠損しており、その下部は腹面左側縁部に比べてまとまった線状痕はみられない(写

真 1-24d)。

20は、縦断面がしの字状になるやや湾曲した細石刃であるが、微小剥離痕と線状痕が認められる O

特に、背面左側縁部に刃部に平行する線状痕がまとまって観察され、右側縁部には部分的に割れが認

められる。腹面右側縁の線状痕はまばらである O 微小剥離痕(極小~小サイズのうろこ形)は背面左

側縁・腹面右側縁すなわちー側縁側に特に認められる O また、湾曲した尾部付近にも線状痕が認めら

れる(写真2-20d)。これらの観察から、微小剥離痕や線状痕がみられない背面右側縁部はシャフ

トに被われていたことが想定される。

微小剥離痕は7点の細石刃にみられ、ー側縁側のみにみられるもの (18・19・20・23) と両側縁側

にみられるもの (22・21・24)がある O 剥離痕のサイズと平面形態は、 1mmJ-J下の極小~小サイズの

うろこ形が主体を占め、22・24などでは0.5-2mmの小~中サイズの三日月形の微小剥離痕もみられる O

23は黒曜石B類に類似する石材を素材とし、下面に自然面を残す。打面は欠損しているが、作業

面の長さはほぼこの長さと思われる。

細石刃核

細石刃核は2点みられた。石材は2点とも黒曜石A類であるO

13は板状の剥片を素材とする細石刃核である O 石核調整はみられず、左右側面・背面ともに広く

剥離面がみられる。下部は欠損している。打面調整は明瞭で、ないが、打面中央部に作業面に垂直方向

の線状痕が少数であるが観察されるO 細石刃は小口面より剥離されている O

14も同じく肩平な剥片を素材とする O 細石刃剥離は小口面より行われるが、剥離痕は短い。背面

に側縁からの剥離がみられる。打面は右側面側から形成され、小さな剥離も認められる。右側面には

打面側からの小剥離も認められ、やや大きな剥離面がみられるO

石核・剥片類

15は打面がやや傾斜した細石刃核の可能性があるが、作業面から剥離されている剥片の幅が大き

く不明瞭で、あるため、石核とした。左側縁部には背面からの剥離がみられ、背面倒の稜には部分的に

潰れや微小剥離痕が認められる。 11は石核調整がなく、打点も明瞭で、はない。一側縁に一部潰れを

伴う微小剥離痕がみられる。

16・26・31は剥片、 27はチップであるo26は黒曜石B類に類似する。剥片剥離作業中に生じた剥

片であり、上下左右面に自然面をわずかに残す。剥片表面にはランダムなキズが多く、側縁部には剥

離が認められる。 16は調整剥片と思われるが、背面左側縁下部に連続する極小の微小剥離痕が認め

られる。
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写真 1 No.24 細石刃使用痕
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写真2 No.20 細石刃使用痕
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第四章調査のまとめ

はじめに

井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡の確認調査は県営経営体育成基盤整備事業

野井倉下段地区に伴い、平成20年度に確認調査を実施した遺跡であるO 井手上B遺跡・上ノ段E遺

跡・下段遺跡・和田上遺跡のうち、遺物・遺構が確認された下段遺跡・和田上遺跡に関しては設計変

更により、埋蔵文化財の保護が図られるため、確認調査で終了することとなった。このとき上記遺跡

の他に井手上A遺跡も同様に確認調査を行い、遺物・遺構が確認された。しかし対象地の設計変更

が困難であることから平成21年度より本調査を実施することとなったため、井手上A遺跡、の成果報

告については以後行うこととなる。調査のまとめは遺物・遺構の確認された下段遺跡・和田上遺跡に

ついてまとめを述べたい。

第I節下段遺跡

下段遺跡からは、 1・4Tより、遺構内遺物及びill-b層上面で土坑7基が確認された。調査範囲

が狭小なため、 ill-b層上面での遺構全体のプランを確認することができなかったが、検出されたプ

ランから隅丸長方形を呈すると思われる土坑が2基(土坑1・7)、大型の竪穴状遺構と思われる土

坑が1基(土坑5)確認されている。第V章でも述べたが、調査対象区域の南側に細く延びる舌状台

地の北端に遺構を伴う弥生時代中期・ 古墳時代の遺跡が存在していると思われ、竪穴住居を含めた生

活遺構及び遺物が舌状台地の南端に向って広がっている可能性がある O

第2節和田上遺跡

和田上遺跡からは、 2.3Tより遺物点数は少ないが縄文時代早期中葉の石坂式土器に比定される

胴部片 (32)、縄文時代早期後葉の塞ノ神式土器と思われる底部片 (34)がそれぞれ l点確認された。

土器の出土密度が薄いためはっきりしたことは言えないが、縄文時代早期中葉から後葉にかけての遺

物包含層が舌状台地の北東側に存在すると思われる O また、 1-3TからはX-a'b'C ・d. e 

層のそれぞれの層から破砕礁を含む蝶総数67点が確認された。その分布は 1.2Tに非常に多く、

サツマ火山灰層上面でのレベルを比較すると、 2・3T (遺跡東側)から 1・4T (遺跡西側)に向っ

て緩やかに下る地形であり、流れ込みがあった可能性も否めない。従って、舌状台地北側と台地の付

け根付近に縄文時代早期の生活遺構を含めた遺物包含層と生活面が存在し、埋蔵文化財の立地条件か

ら考えると今回調査を行った箇所より南側に縄文時代早期中葉から後葉にかけての遺物包含層の広が

りが考えられる O また、旧石器群の広がりは2Tのみで確認されているが、調査範囲が狭小なため、

遺物包含層の広がりについて断定は困難である。

つ中A吐



図版



図版 1 下段遺跡確認調査

下段遺跡確認調査 1 T ill-a層上面遺構検出状況

下段遺跡確認調査 4T  遺構内遺物出土状況 下段遺跡確認調査 1 T JI層及び遺構内遺物出土状況

下段遺跡確認調査 4T 土坑7 遺構検出状況及び土層断面 下段遺跡確認調査 2T  西壁土層断面
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和田上遺跡図版2
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確認調査

確認調査 2T  炭化物出土状況3T  確認調査

和田上遺跡 確認調査

和田上遺跡x-c層遺物出土状況和田上遺跡

1 T 南壁土層断面西壁土層断面2T  確認調査和田上遺跡



図版3 井手上B遺跡・上ノ段E遺跡確認調査他

井手上B遺跡確認調査 1 T 南壁土層断面 井手上B遺跡確認調査 4T 南壁土層断面

井手上B遺跡確認調査 5T  西壁土層断面 上ノ段E遺跡確認調査 1 T 南壁土層断面

井手上B遺跡遠景 和田上遺跡遠景

下段遺跡 遠景 発掘調査風景



図版4 出土遺物
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o ， " o I " 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

井い手で上うえぴBー遺いせ跡き 鹿か児ご島しまけ県ん志し布ぶ志し市し

あ有りあ明けち町ょう野の井い倉くら
31。 1310 

確認調査
462217 69-196 29' 2' 36.5ぱ

あ宇ざ井い手で上うえ
25" 17" 井手上B遺跡

20080820 

鹿か児ご島しまけ県ん志し布ぶ志し市し
~ 

上うえノの段だんいEー遺いせ跡き
20081002 

め有りあ明けち町kう野の井い倉くら
31' 1310 

462217 69-195 29' 2' 上ノ段E遺跡 8rrl 

あ字ぎ上うえノの段だん
29" 26" 20081020 

~ 
県営圃場

鹿か児ごし島ま県けん志し布ぷ志し市し
20081030 

整備事業下しも段んだん遺いせ跡き

有ありあ明げち町ょう野の井い倉くら
31 ' 1310 下段遺跡

462217 69-198 29' 2' 20081015 28.5ぱ
5" 30" ~ 

あ字ざし下もん段だん 20081031 

和わ田だ上うえ遺いせ跡き 鹿カヨ児ごし島まけ県ん志し布A志し市し 和田上遺跡

31。 131。 20081015 
あ有りあ明けち町ょう野の井い倉くら

462217 69-199 29' 2' ~ 40ぱ
3" 24" 20081028 

あ字ざ和わ田だ上うえ

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

井手上B遺跡 生正 金正

上ノ段E遺跡 主正 無

下段遺跡
弥生時代 弥生中期土器

土ザL
散布地 古墳時代 成川式土器

旧石器時代 石核・細石刃核・細石刃・

和田上遺跡
微細剥離痕剥片・作業面

無
再生剥片・剥片

縄文時代早期 b坂式土器

井手上B遺跡・上ノ段E遺跡 事業対象区域内に遺跡は存在しない。

要 約 下段遺跡.事業対象区域を含む舌状台地の北側末端に弥生時代中期 古墳時代の遺跡が存在する。

和田上遺跡 事業対象区域を含む舌状台地の北側末端に縄文時代早期・旧石器時代の遺跡が存在する。



終わりに

不惑の年。「四十にして惑わず」と中国の聖人が述べられました。

しかし現実は惑ってばかり O 現場運営・調査方法を即断・決定するに当たって、経験不

足が目立って焦る O 発掘調査にワンパターンはなく、必ず何か新しい発見に直面して、ど

んな風に調査するのが、その時の状況においてやろうとしていることが最適で、あるのかを

迷い、惑うばかりです。

発掘調査は、探求する事実は古のことですが、いきなり目前の現実に直面し、新しい事

実を取り扱うことが多々あります。発掘調査は日進月歩に進化を遂げていることは、周知

の事実ですが、担当者として日々の精進と学ぼうとする意欲を絶えずもつことが、目前に

直面した新しい現実を、いかに惑わずによりよい方法で記録保存することだと、この頃強

く思うのです。

齢を重ねて、体力的にも若年の頃に比べ落ちていますが、精神的には意欲をもって取り

組んでいけるように心掛けたい。それが、担当者が、調査の結果として遺跡を破壊する行

為を記録保存する形で正当化できる術であり、担当者として任されている責務であると思

います。

志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書(5 ) 
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